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ר ಄ 言

　東ຊ大ٴࡂͼ福島ୈҰిൃྗࢠݪॴ事ނ
͔Β�� ϲ݄͕ա͗Α͏ͱ͢Δࠓɺ地域ͷ෮
興৽ͨͳՃՁͷग़ʹΑΔ産業ͷ活性
化ɺ地域ൃͷΠϊϕーγϣン͕大͖ͳݤͱͳͬ
͍ͯ·͢ɻ人ݮޱগ・ྲྀग़ͷͳ͔Ͱަྲྀ人ޱ
ͷ૿ՃͳͲΛػܖͱͯ͠ੵۃ的ͳ୲͍ख֬อ
人ࡐҭΛਤΓͳ͕Βɺ͜ ͷΑ͏ͳ取ΓΈΛ
的ʹਐΊΔඞཁ͕͋Γ·͢ɻۃੵ
　ʮ福島Πϊϕーγϣン・ίーετߏʯʢฏ
���݄��ʮ福島෮興࠶ੜಛผાஔ法ʯվਖ਼
法ʣɺൃݪ事ނͷඃΛड͚ͨ福島県༿�
町ଜٴͼपล地域ΛՃ͑ͨ��市町ଜΛରͱ
͢Δ௨Γ地域ͷ産業ޏ༻Λճ෮͢Δͨ
Ίɺ地域ͷ৽ͨͳ産業ج൫ͷߏஙΛ͢ࢦͷ
Ͱ͢ɻ事ނΛࢠݪͨ͜͠ىͷഇͱ͍͏大事
業ΛਐΊͳ͕Βɺഇج൫研究ࣹ์ڥ研
究ͳͲΛਐΊɺϩϘοτ։ൃ・࣮ূڌࡍࠃ
産学࿈ڌܞΛඋͯ͠ɺଟ༷ͳͰͷ活༻
͞ΕΔϩϘςΟοΫεɺଠཅ光・෩ྗͳظ͕
ͲʹΑΔൃిΛͱʹిਫૉར༻ΛਐΊΔ
ɺߴੜՄΤωϧΪー࠶ 化͕ظ͞ΕΔྛ
ਫ産ͷʹ͓͍ͯϓϩδΣΫτΛ۩ମ的ʹ
ਐΊΔ͜ͱ͕ٻΊΒΕ͍ͯ·͢ɻ
ͷઌɺ福島県௨Γ地域ͷ࢟͢ࢦ͕ߏ　
ΈΛରͱ͢Δ৽ͨͳ産業ͷग़ʹͱͲ·Γ·
ͤΜɻϓϩδΣΫτʹؔΘΔ技術課産業情

報ΛΦーϓン化͠ɺ社会͕ٻΊΔχーζΛଊ͑
ʠͨχーζ・ΦϦΤンςουͳൃʡͰ技術։ൃ

ʹઓ͠ɺا業ࣗΒ͕มֵ͢Δ͜ͱͰɺະདྷΛ
͘ಛ͋ΔՌΛͨΒ͢͜ͱ͕ظ͞Εͯ
͍·͢ɻपล地域ɺզ͕ࠃʹͱͲ·Βͣ֎͔ࠃ
Βɺ研究ߴؔػɺ 教ҭؔػɺ։ൃϕンνϟー
業ɺ͞ا業ҟ業छا Βʹۚ༥・報ಓؔػ
ը͠ɺͦࢀ͕ ͷ༗ػ的࿈ߏ͕ͦ͜ܞ࣮ݱͷݪ
ಈྗʹͳΔͱ͍ͯ͑ߟ·͢ɻ
　ʮ福島෮興ʹؔ͢ΔϓϩδΣΫτࢧԉ事業ʯ
ɺ����ʹެӹ財団法人東北活性化研究
センターʢུশʮ東北活性研ʯʣ͕ ෮興ͨ͠ࢪ࣮
ԉॿ੍Ͱ͢ɻ�ͭͷϓϩδΣΫτʀࢧ
　　�ʣߴ  ੜʹΑΔҠಈϚϧγΣʢཪߍߴੜͷߍ

൬ఐ観光ڠ会ʣ
　　�ʣ ʮ࠶Τωͷཬ観光事業ʯ立Ҋ事業ʢ͑͜

͑Ͷೆ૬അ研究ߏػʣ
　　�ʣ ຊϛπόν͕͙ܨԞ会ؾݩϓϩ

δΣΫτʢݟిྲྀݯ域振興ٞڠ会ʣ
　　�ʣ 福島県௨Γʹ͓͚Δৢ༻ಒഓ

ͱϫΠンৢʹؔ͢Δ人ࡐҭͷ
Έͷݕ౼ʢຊಒञֵਐڠ会ʣ

ೝࣝͯ͠ɺ࠶Ε·ͨ͠ɻ地域ͷັྗΛ͞ࢪ࣮͕
৽ͨͳ࣍�産業観光産業ʹ͛ܨΑ͏ͱ͢Δ取
ΓΈͰɺͦ ͷՌΛൃ͘৴͠·ͨ͠ɻ事業
�ʣͷ取ΓΈͰɺ͔ Θ͏ͪϫΠン株式会社

ʰ৽͍͠Ϟノͮ͘りɾコトͮ͘り͕
� ҬのະདྷΛ͘ʂʱ

 福島大学　ڭत　খ　تਔ ࢯ
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　ಒഓ・ϫΠンৢͷ取ΓΈʹؔΘͬͯɺ
福島県ͷͿͲ͏ഓऀϫΠφϦーɺࣗ ମ࣏
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ͷͱ͠ྲྀަ・ܞ ʮͯ;͘͠·ϫΠン域࿈ܞ
会ʯ͕ٞڠ ຊ�݄ʹઃ立͞Ε·ͨ͠ɻ福島県
Ͱখ͞ͳϓϩδΣΫτ·ͰؚΊΔͱ��Ҏ্
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ʹΑΓ࣭ͷ͍ߴϫΠン͕͍ؔ੫Ͱզ͕ࠃʹ༌
ೖ͞ΕΔ͕ظ࣌ഭ͍ͬͯ·͢ɻࢁསͷৢϫΠ
φϦーͷ経営ऀΒδϟύン・ϫΠンͷ࣭ͷ
্ͱ人ࡐҭ͕大͖ͳ課ͱͳ͍ͬͯΔͱܯ
Λ໐Β͍ͯ͠·͢ɻٞڠ会ɺৢ ༻ಒഓ
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͜ͱΛ的ͱ͍ͯ͠·͢ɻ福島大学ɺࢁས大学
ͱͷ࿈ܞʹΑΓࢁས大学ʮϫΠン・ϑϩンςΟ
ΞϦーμーཆϓϩάϥϜʯΛௌ͠ߨͳ͕Βɺ

ʮ࣭͕͘ߴɺ͓ ͍͍͠ϫΠンʯͮ ͘ΓΛਐΊɺʮ福
島ϫΠンϕϧτʢԾশʣʯ地域ͱͯ͠ࡏݦ化ͨ͠
͍ͱ͍͏ເΛ͍ͯͬ࣋·͢ɻ
　ۙɺ東北・৽ׁ地ํʹ͓͍ͯɺͦ ͷ地域
ͷಛ৭Λੜ͔ͨ͠産業活ಈ͕ਪਐ͞Ε͖͍ͯͯ
·͢ɻ࣭ͷ͍ߴ産͜ΕΛՃͨ͠৯ɺ
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ͳͲɺͦ ͷଟ༷性東北活性研͕ൃ͢ߦΔʮ東
北・৽ׁͷͩ͜ΘΓಛ産ΨΠυʯʹ ͓͍ͯ໌
Β͔Ͱ͢ɻ東北・৽ׁ地ํ͕๛͔ͳ地域ͷ
ͱͯ͋͠Δ͘ɺ๛͔͞ҡ࣋ͷͨΊͷ地ํൃΠ
ϊϕーγϣンʮ৽͍͠Ϟϊͮ͘Γ・ίτͮ͘Γʯ
ΛͦΕͧΕͷ地域Ͱ興͢͜ͱ͕ະདྷΛ͘ͱߟ
͍͑ͯ·͢ɻ

村醸造用ಒഓะ（かΘうͪワΠンࣜג会ࣾのϗームϖージより）
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特 別 寄 稿

ブランドは品質を超える

　突然だが、ここに味と価格がまったく同じ 

「2つの牛肉」があるとしよう。ひとつのパッ

ケージには「静岡和牛」と書いてある。もう一

つには「松阪牛」と書いてある。

　さて、あなたはどちらの牛肉を選ぶだろう

か？

選択肢　①どちらでもよい、②静岡和牛、③松阪牛

　同じ味と同じ価格なので、「どちらでもよい」

という回答が多くなってもいいはずだが、そう

はならない。全国の消費者1000人を対象とし

た調査の結果は表に示したとおりだ。

表：�全く同じ味、同じ値段の2つの牛肉が売られてい
るとします。あなたは、どちらを選びますか。

松阪牛 72.9%
静岡和牛 3.7%
どちらでもよい 23.4%
出所：�「小さな会社を強くするブランドづくりの教科

書」日本経済新聞出版社

　これがブランドの力だ。品質や価格がまった
4 4 4

く同じ
4 4 4

だとしても、選ばれる商品と、選ばれな

い商品がある。選ばれるのは「強いブランド」

である。

　ブランドは、「タイ・ブレーカー」と言われる

ことがある。タイ・ブレイクとは、テニスなど

のスポーツで同点のときに、勝ち負けを決める

延長戦のことだ。つまり、品質が「同点」ならブ

ランド力で勝負が決まるということである。

モノづくり≠ブランドづくり

　「品質には自信がある」「技術ではひけをとら

ない」「味では負けない」。地域経済の現場で、

このような声を聞くことが多い。

　ただ、この後にきまって続く言葉は、「だけど、

うまくいかない」だ。手元の経営者データをみ

ても、経営者の8割が品質に自信を持っている。

しかし、8割の業況は停滞もしくは不振だ。品

質が良いだけでは、経営はうまくいかないとい

うことだろう。

　21世紀は、モノづくりを超える「ブランドづ

くりの時代」だ。単に、「よいモノをつくれば売

れる」という時代は、もはや過ぎ去った。我が

国の中小企業の技術力は高く、全国には質の高

い商品がたくさんある。

　だが、品質が高いだけでは、消費者に選ばれ

ない。消費者に選ばれるためには、品質を超え

ブランドづくりの羅針盤

　　　　　　　　　　　　静岡県立大学�経営情報学部
� 教授　岩﨑　邦彦�氏
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た「何か」が欠かせない。この「何か」が、ブラ

ンドだ。

品質を超えた「何か」　＝　ブランド

　強いブランドは、生産者が「売りたい商品」

を、消費者が「買いたい商品」に変えてくれる。

現代の企業の競争力は、ブランド力によって決

まるといっても過言ではない。

強いブランドの条件

　では、どうすれば、強いブランドを生み出す

ことができるのだろうか？

　筆者の研究室で、全国1000人の消費者を対

象として、強いブランドにはどのような特徴が

あるのか、調査を実施した。その結果をみてみ

よう。

　調査データの統計的分析から抽出された、消

費者が認識する「強いブランド」の条件は、以下

の4つである（図参照）。

① 　コンセプトが明確であり、イメージが明快

である

② 　感性に訴求している（感性に訴える商品で

ある、デザインが優れている）

③ 　独自のポジションがある（競合商品が少な

い、他の商品で代替することは難しい）

④ 　低価格ではない
4 4 4 4

（価格の安さが魅力である

商品ほどブランド力は弱い
4 4

）

　この調査から抽出された4つの条件に、ブラ

ンドづくりのヒントがあるはずだ。

　あなたの商品は、コンセプトやイメージが明

快だろうか。消費者の感性（こころ）に訴求し

ているだろうか。他社に真似ができない独自性

があるだろうか。価格以外の魅力で消費者を引

きつけているだろうか。

おわりに

　中小企業者から次のような言葉を聞くことが

ある。「規模が小さく、予算もないため、ブラン

ドをつくれない」、「歴史も伝統もないし、ブラ

ンドづくりは困難だ」。

　それは違う。ブランドは、大企業だけのもの

でない。規模が小さく、広告宣伝費もない、歴

史もない企業にとっても、ブランドづくりは可

能だ。

　もちろん、強いブランドは、成り行き任せで

はできない。戦略性と創造性を持って、つくり

あげるものである。東北の地域企業の積極的な

ブランド構築への取組みを期待したい。

参考文献： 岩崎邦彦「小さな会社を強くするブランド
づくりの教科書」日本経済新聞出版社

出所：�「小さな会社を強くするブランドづくりの教科書」�
日本経済新聞出版社

図：消費者が認識する「強いブランド」の条件
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特 ू

�ɽ;る͞と໊Ԡԉએݴ

　ྛਫ産、߭ ࢿなど地域ݯࢿޫ؍、業品
を活༻した中小企業の商品։ൃやൢ࿏։ݯ
をଅਐし、地域活性Խを図るためฏ成1�に
੍ఆされた「中小企業による地域産業ݯࢿを活
༻したࣄ業活ಈのଅਐにؔする๏」（以下「地
域ݯࢿ๏」という。）がฏ成2��݄にվਖ਼され、
の魅力を生かして地域ブランݯࢿொଜが地域ࢢ
ドの創出をࢦす「;るさと໊Ԡԉ宣言」が
ಋೖされた。（図1　;るさと໊Ԡԉ宣言の
全ମ૾）

　地域ݯࢿは、地域の中小企業者がڞ௨して活
༻することができ、他地域の企業とのࠩผԽを
図り、商品やαーϏスのՃ価を高めるため
のॏཁなཁૉとなるものである。そのため、地
域ݯࢿあるいはこれを活༻した商品のブラン
ドԽにより、֘地域ݯࢿを֩とした地域産業

のՃ価が高まり、地域経済の自ཱ的な॥
をもたらすことがわかっている。
　地域ݯࢿ๏においては、中小企業者のݸ社
がࣄ業計ըの認ఆをडけ、ิ ॿۚを活༻しな
がら地域ݯࢿの商品։ൃやൢ࿏։を行ってお
り、全国で1300社以্の認ఆࣄ業者がいる。
ྫえば全国的には地場の高܀ڃきんとんを、高
なྫྷౚ技術を活༻して௨ൢ売できるように
し、ؒ売্10ԯԁの૿Ճ、ै 業һ�0໊の
૿Ճをୡ成した成ޭྫࣄも出てきている。また、
東北でも、ؒ1ԯԁ以্の売্を計্する新
商品։ൃのྫࣄもある。しかしながら、認ఆࣄ
業のほとんどがݸ社の取組にとどまり、ݸ社に
よるൢ࿏։やใൃ信力が՝となり、売্
げに৳ͼΉࣄ業者も多く、໘的な広がりに欠
けるものも多かった。
　このような՝をࠀし、地域経済の自ཱ的
な॥を実現するためには、地域ݯࢿを活༻
した「地域ブランド」づくりについて、ج本的な
考えํや取組のํ性を地域の෯広いؔ者

ॅ、ؔػԉࢧ、業者ࣄ） ຽ）がڞ༗しޓいに࿈
しながら、域外に対しϫンϘイスでൃ信しܞ
ていくことがॏཁである。
　このため、地域の実に௨じ、༷ ʑなؔ者
との࿈ܞの࣠となりうるࢢொଜがض振りある
いは後ݟとなって、地域をڍげてࢧԉを行う

「;るさと໊」を特ఆし、「;るさと໊Ԡԉ
宣言」として積極的なൃ信を行うことをਪਐし

౦Ҭのੑ׆Խʹ͚ͨブランドઓུ

;Δ͞ͱ໊のϒランυԽࢧԉ事業

౦経ہۀ࢈ࡁ�Ҭブランド࿈ܞਪਐࣨ

国

事業計画を認定し、関係省庁（経、総、農、国、厚等）が連携⽀援

地域資源活用支援事業計画の創設
⼀般社団・⼀般財団・ＮＰＯ法⼈が商品開発や販路開拓・情報発信等を⽀援
各事業に参加する協⼒者の創設
消費者ニーズを把握している小売・ネット事業者

中小企業・小規模事業者

・地域資源を活用して商品・サービスを開発、販路開拓等
・農業体験や産業観光等も対象

市町村の積極的関与
・都道府県への地域資源の指定に対する提案
・地域資源を活用した事業活動を⽀援するための融資
・地域資源を活用した事業活動の促進のための施策を策定・実施

地域を挙げて応援
消
費
者

販売
⽀援

情報
発信

販売・地域
へ呼込み

⽀援・協⼒

地
域
の
取
組

都道府県

地域資源を指定

市町村（ふるさと名物応援宣言）

0

ふるさと名物応援宣言の全体像

国の補助⾦
支援制度

国の補助⾦
支援制度

図�　;る͞と໊Ԡԉએݴの全ମ૾

03≉㞟1_᥎㐍ᐊ1&_භ[6-�].indd   6 2018/10/25   16:08:54



東北活性研　Vol. 33（2018 秋季号） �

ている。ࢢொଜの積極的なؔ༩により「;るさ
と໊」をてこにした地域全ମをרきࠐんだ活
性Խの取組み、地域͙るみのܧ続的な取組を௨
じ、地域の売্やޏ༻の૿大、地域経済の॥
に期待するものである。
ொଜが「;るさと໊Ԡԉ宣言」を宣言すࢢ　
ると、その地域の中小企業者が、その;るさ
と໊を活༻した「地域産業ݯࢿ活༻ࣄ業計
ը」や「商࿈ࣄܞ業計ը」をࡦఆするࡍ
に、（独）中小企業ج൫උػ構のઐՈによ
る計ըࡦఆࢧԉやൢ࿏֦大ࢧԉをडけられるこ
とや、;るさと໊Ԡԉิॿۚに優ઌ࠾され
るなどのメϦットがある。

ொଜにΑるࢢ　�2
� 「;る͞と໊Ԡԉએݴ」のঢ়گ
　ฏ成308݄時点で、全国210
件の;るさと໊Ԡԉ宣言がൃ表さ
れている。地域ブϩックຖでཧす
ると、東北が38件と࠷も宣言が
多く、ಓݝผでみても、੨ݝ
が1�件と北ւಓの1�件についで、
2൪の宣言となっている。（表1　
全国の;るさと໊Ԡԉ宣言のঢ়
況）
　東北の宣言をみると、全ମ的には、
ྛਫ産のՃを中৺としたԠԉ

宣言がൃ表されるにある。（図2　東北地
域の;るさと໊Ԡԉ宣言）
　๏վਖ਼後3が経過し、「;るさと໊Ԡԉ
宣言」を実施したことによって中小企業者がܒ
ൃされ、「;るさと໊Ԡԉ宣言」にԊった新商
品・新αーϏスのࣄ業も生み出され࢝めている。
また、༷ ʑなࢧԉ施ࡦをར༻しながら、ࢢொଜ
と中小企業者が一ମとなりࣄ業ల։をਐめてい
ることも多くなっている。
　東北経済産業ہとしては、ࠓ後ともࢢொଜへ

「;るさと໊Ԡԉ宣言」の取組のීٴを行い、
中小企業者との地域の取組にॏ点的にࢧԉを
行っていくこととしている。

ূਨ地域のふるさと名物応援宣言

岧+������� 峪峎市؟岮岵加ੵષ岨

岧+�������� ఓ町؟ఓ嵆崘嵕崡崮嵤崕ᕄ岨

岧+������� ૺ市ཱི؟১ᄢ岨

岧+������� পை市؟岷峴峉峽峧岨

岧+������ ௯ఓ村ৣ؟௯ആ峨る岾と体ୡ崬崊嵤岝௯ఓ
⇖⇺（岬峽岽岰）加ੵષ岝ஒ崺崸౫加ੵષ岨

ٴ

岧+������ จ市؟ഏ൦岰峓峽岨

岧+������� প町؟岽峽峠加ੵષ岝ஒ崺崸౫加ੵષ岨

ٴ

岧+�������� 町؟嵃崧崮活౪ᇉ岨

ٴ

岧+������� ેਮি市ે؟
ਮিູ・ൔোᆭに関する
体ୡ௴・加ੵષණ岨

ٴ

ٴ

ٴ

ٴ

ٴ 岧+������ ূਨ町ূ؟ਨ町ਓ೨୫ષ岨

ٴ

ٴ

岧+������ વ町؟ટ物の加ੵષ岝વ
のఛ峼ቄચ峁岝ੱにଋる体ୡ嵉崳嵍嵤岨

ٴ

ٛਨূਨٜ

ٴ

岧+������ 小ึ村؟୫用峥岴峏岷岨

ٴ

岧+������� ୨ඕ市؟崗嵑崽崰嵗崌嵛・
峠峓岰の加ੵષ岨

ٴ

岧+������� ழૺ域৴中ᆏ都市
に峽に岹・హに峽に岹峼活岵峁峉加ੵષණ岨؟

岧+������ ஜఖ市؟ஜఖ小໕ଗとଗৣ町崬嵤嵒崢嵈岨

岧+�������
ಜ্市 মඣ岨؟

岧+������� ஜ྿町؟༞୨の加ੵષ
ණ岝༞୨の体ୡ௴岨

岧+������ ஏ୨市؟す岮岵の岝ฟの岝
峇峚の岝৪の岨 岧+������ ః৪市؟小်加ੵષ岨

岧+������� લඕ市؟લඕຂ市ৃの
ৗ峔ຂஂథの加ੵષණ岨

ٴ

ٴ

ٴ

ٴ

ٴ

ٴ

岧+�������� ఖ市؟さ岹峳峽峦の岝峎峮
の岝崳崫崰の岨

ٴ

岧+������ ৪市؟৪௶ଲષ岝
৪ழจのആ岨

ٴ

ٛવূਨٜ

ٴ

岧+������� வଗ市؟ଽ৻৪の加ੵષණ岨

ٴ

岧+������� ๅળ市؟ๅળ崟嵓崗岨

岧+������� শ੩市؟岣岤峼活岵峁峉௴
の峨峋岝଼ૼ用岻峽েਓমの峨
峋岝শ੩の岣岤峑ᄎသ峁峉物と加ੵષ

岧+�������� ఈ町؟ᴞৢ岝
峮峨の峣崳崫崰岨

ٴ ٴ

岧+������� ๅળ市؟岣ๅળのਟ物岤・加ੵષණ岨

ٴ 岧+������� ట市 ٴ崳崫崰ଲષ岨؟

岧+������ ૣਣ市 源岣୨ৄ岤岝岹峊峬の؟
のฤલຢ岝ആ国岨

ٴ

岧+������ ਞඖ市؟ਞඖのਲਓ物峼活用峁
峉ਓ加ੵષණ岨

岧+������ ৪市؟৪ฟ加ੵષ岨

図2　౦Ҭの;る͞と໊Ԡԉએݴ

�

地域 宣言件数 市町村数

北海道 １７ １７９

東北 ３８ ２２７

関東 ３７ ４８５

中部・北陸 １８ １５９

近畿 ２９ ２１５

中国 ２２ １０７

四国 １３ ９５

九州 ３２ ２３３

沖縄 ４ ４１

全国 ２１０ １７４１

৸国の峟る岿峒応援്の૾ய

ਛڬگফڴাଜਠ

表�　全ࠃの;る͞と໊Ԡԉએݴのঢ়گ
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はじΊに
� ʢ岡ࢢの;る͞と໊Ԡԉએݴについてʣ

　岡ࢢではこれまで、「伝統とֵ新を 「͙
岡シϧク」とシϧクタン・プϩジΣクト」 

（ฏ成282݄）、「༤大な自然と歴史がҭΉ 
「岡のࡏདྷ࡞」と৯文Խが生んだՃ品܈」 
（ฏ成2�2݄）の2件の;るさと໊Ԡԉ宣
言を行っている。
　「岡シϧク」は、ฺ ୢ戦争後にঙൡ࢜ୡが
を܃にかえ、明࣏ॳ期にݪを܂ാに։ࠖし
たことにをൃする。ݜ産業は本ࢢのۙ代産業
Խのૅで、本地域は「国࠷北ݶのシϧク産地」
かつ「ཆࢋから品Խまでの一؏ఔ」がଘ
する།一の地であり、現ࡏも岡৫業組合
を中৺にブランドԽに取り組んでいることなど
からԠԉ宣言にࢸった。ฏ成2�4݄には 

「αϜライΏかりのシϧク」として日本Ҩ産にొ
された。

　「岡のࡏདྷ࡞」は、े以্世代を超え
てഓされ、ݻ༗の࡞として品छ・ܥ統がҡ
持されているものとしてࡏདྷ࡞一ཡにࡌهさ
れているものをࢦし、「৯文Խが生んだՃ܈

その他の地元産を活༻し、地域࡞དྷࡏ）
ブランドを生み出すՃ৯品）」をՃえてԠԉ
宣言した。多࠼な৯文Խのܧঝと৯ؔ産業の
振ڵを的に、ฏ成23�݄に「岡৯文Խ創
造ࢢਪਐٞڠ会」がઃཱ、ฏ成2�12݄に

「Ϣωスコ創造ࢢωットϫーク৯文Խ分」に
Ճໍがঝ認され、産ֶຽの࿈ܞのもと֤ࢢ
とのަྲྀやࢢຽけの取組みがਐんでいる。
　本Ԡԉ宣言を活༻した企業の取組みྫࣄにつ
いてհする。

にΑる৽たな岡γϧΫ品のܞؒ࿈࢈」
։ൃとൢ࿏֦大ٴびブランドԽのऔΈ」
� 岡γϧΫࣜגձࣾ

　同社はฏ成2212݄に岡৫業組合が
中৺となりઃཱ。「岡シϧク」の代表ブランド
である「LJCJTo」ブランドと「ݜࣆ」ブランド商
品の企ը։ൃと国外へのൢ売を行っている。
特に「LJCJTo」ブランドはࢋがຨを࡞るときに
を生かし、世ࡐのૉ「ΩϏι」ࢳॳにుき出す࠷
քで活༂してきたઐՈのΞドόイスと、地域
企業の高い技術力により、Ճにదしたࢳへの
։ൃに成ޭ、品Խが実現。टݍのల示会、

ϒランυੜʹ͚ͨ企業の取Έ事 ʢྫݝܗࢁԬࢢʣ
「びブランドԽのऔΈٴにΑる৽たな岡γϧΫ品の։ൃとൢ࿏֦大ܞؒ࿈࢈」

岡γϧΫࣜגձࣾ
�「ブランドԽ࢈ྉにした৽品։ൃとݪˋ���を「ΜにΌくҶ͜」࢈県ܗࢁ」 まるい৯品ࣜגձࣾ

岡ࢢ՝

図�：;る͞と໊Ԡԉએݴʢ岡γϧΫʣ

図2：;る͞と໊Ԡԉએݴʢࡏདྷ࡞ʣ
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ඦ՟ళࣄ࠵への参Ճや、ϛラノສതでのブー
スల示などを積極的に行い、ݜ産業の歴史にج
づくストーϦー性や品質の高さでධ価をಘるな
ど、ブランドのఆணやൢ࿏֦大をண実にਐめて
きた。
　本プϩジΣクトは໖やຑ、ーϧなどのҟ
ૉࡐのણҡ・৫を༗する他産地と࿈ܞし、֤
地のૉࡐや技๏を組み合わせたՃ価の高い
商品を։ൃ・ࢢ場ೖし、消費者の多༷なニー
ζへ対Ԡした、より魅力ある商品づくりをࢦ
すものである。ฏ成282݄に「地域産業ࢿ
業計ը」の認ఆをडけ、「;るさと໊ࣄ༺活ݯ
Ԡԉࣄ業ิॿ （ۚ地域産業ݯࢿ活༻ࣄ業）」に࠾
された。ۅ生・࣏ࠓの他産地の企業やؔ東
けカジϡΞして්人ܞのデザイφーと࿈ݍ
ϧΣΞྨやストーϧを։ൃし、टݍのඦ՟
ళやセレクトショップ、「岡シϧクൃの地」
である松ϲ岡։ࠖ場の営ショップでൢ売し
ている。また、「+"1"/ ブランドҭ成ࢧԉࣄ業」
を活༻し、&6 ࿏ઢの商品։ൃにもணڃけ高
手している。

ݪˋ���を「ΜにΌくҶ͜」࢈県ܗࢁ」
ྉにした৽品։ൃと࢈ブランドԽ」
� まるい৯品ࣜגձࣾ

　同社はত和2�こんにΌくళとして創業、
こんにΌく・౾ྨの造ൢ売を行う企業であ
る。やまがた商ϑΝンドࣄ業を活༻した

の։ൃや、東北地ํൃ明「産こんにΌくݝܗࢁ」
表জのൃ明ྭをडした「くらげこんにΌ
く」の։ൃなど、地域Ոの活性Խ・地産地消に

ܕ成献するとともに、高い商品企ը力・Ճߩ
技術を༗し、商品։ൃやൢ࿏։に積極的に取
り組んでいる。
　本プϩジΣクトは、地元生産者と࿈ܞし 

「ঙこんにΌくҶ生産組合」を্ཱげ、ݝこ
んにΌくҶの生産力強ԽとブランドԽを図ると
ともに、同社独自の๏を༻いて新規こんにΌ
くデϦカ商品の։ൃ・ൢ売を行うものである。
ฏ成2�10݄に「商࿈ࢧܞԉࣄ業計ը」
の認ఆをडけ、「;るさと໊Ԡԉࣄ業ิॿۚ

（;るさと໊ࢧԉࣄ業）」を活༻し、岡高
ઐからの技術ڠ力をಘて商品Խに取組Ήとと
もに、東経࿈Ϗジωスセンターの「ϚーケテΟ
ンά・成長戦略ࢧԉࣄ業」にも࠾され、ઐՈ
のΞドόイスをडけてൢ࿏֦大にけた取組み
をՃԽしている。

まとΊ

　経営ਞの強力なϦーμーシップとઐՈやؔ
により「;るさと໊Ԡԉ宣ܞとの࿈ؔػ
言」を積極的に活༻し、ブランド創生にけて
取組Ή企業のྫࣄを͝հさせていただいた。
、を後世に伝ঝするとともにݯࢿ・ॏな産業و
ものづくりやֵ新を生み出す「新たな取組み」
が地域全ମのൃలにとってॏཁであると認識し
ている。
ԉをいただࢧのؔػؔ・ݝ・後も、国ࠓ　
きながら、地域の強みを活かしつつ、魅力ある
商品։ൃのਪਐ、国外をࢹにೖれたൢ࿏
֦大にけて、引き続きブランド創生にけた
取組みを後ԡしして参りたい。

図�：岡γϧΫ LJCJTP ετʔϧ

図�：まるい৯品σϦΧ͜ΜにΌく
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ᾇ　നՏࢢの֓گ

　ࢢは、Ԟभのࡾ大ؔॴの一つとしてݹくか
らަ௨のཁিとしてൃలしてきました。現ࡏは、
みちのくのޱؔݰとして、東北自ಈंಓや東北
新װઢの高ަ௨ମܥにՃえ、टݍにྡ
するཱ地条件や地൫がݻく良質で๛なਫにܙ
まれるの地域特性を活かし、造業を中৺に

༷ʑな企業活ಈがల։されています。
　また、日本100໊の一つである「നՏ小ๆ
」や、നՏൡओであった松ฏఆ信が築造した
日本ݹ࠷と言われる「ೆެބԂ」など、長い歴史
と文Խがる֗で、ށߐ時代から続く「നՏఏ
౮まつり」や「നՏだるまࢢ」といった伝統行ࣄ
がࠓも։࠵されています。

ਓޱ ੈଳ 所ۀࣄ ޱผब࿑ਓۀ࢈

ܭ౷ࢢ ��723 23�27 29��
ୈҰۀ࢈࣍ ୈೋۀ࢈࣍ ୈۀ࢈࣍ࡾ

�9�� ���2� �74��

˞ਓޱ、ੈ ଳ、「ॅຽج本ாʢ3�.9.࣌�ʣ」からҾ༻ɻ
ௐࠪからҾ༻ɻࠃฏ27ޱผब࿑ਓۀ࢈、所ฏ2�経済ηンαεۀࣄ　

നՏだΔ·のϒランυԽʹ͚ͨ取Έ

നՏࢢ　ླ　ç氏

˙ຊ���໊のҰつ lനՏখๆ z ˙�দฏఆ৴にΑͬてங͞れたຊݹ࠷とݴ
われる lೆެބԂ z
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ᾈ　;る͞と໊Ԡԉએݴの֓ཁ

　ࢢでは、ฏ成282݄�日にݝでॳとな
る「;るさと໊Ԡԉ宣言」をൃ表しました。
この宣言は、松ฏఆ信Ώかりの「നՏだるま」や

「日本ञ」、「നՏそば」の地域ݯࢿを活かし
たコラϘ商品の։ൃや「നՏ小ๆ」をはじめ、

「നՏؔ」、「ೆެބԂ」の໊ॴを८るޫ؍
ツΞーをԠԉすることで、地域経済の活性Խや
ަྲྀ人ޱの૿Ճをࢦすものです。

ᾉ�　ҬۀاのブランドԽに͚た�

औΈʙനՏͩるま૯ຊฮʙ

　ࢢのॏཁな地域ݯࢿであるനՏだるまは、
松ฏఆ信の「ࢢຽの生活をより元ؾに」という
いからӡをもたらすԑىとして生しま
した。إの中に「ُ松ക」がඳࣸされてい
るのが࠷大の特徴です。
　このനՏだるまの伝統をडけܧぎながらも新
しいࣄ業に果に戦するのが、「നՏだるま
૯本ฮ」14代のᬑ高ষࢯです。高ষࢯは、
大ֶଔ業後、ถ国ཹֶ、ຽؒ企業を経て、ฏ成

2810݄からՈ業にैࣄし、営業や造・ࡏ
。ཧなどを任されていますݿ

「̒)BOKJSP」ブランドʼ
　高ষࢯは、大ֶ時代からඈͼࠐみで営業をす
る自社商品の 13 をしていくなかで、നՏだ
るまの্໊やブランドԽのඞཁ性を感じ
ていました。そして、Ո業にैࣄ後、നՏだる
まの新しい価をൃ信するため、͝ 地だるま
や人ؾΩϟラクターとのコラϘ商品を࡞成し、
積みॏͶた伝統と新たなデザインを取りೖれた
՟ブランド「)BOKJSo」をઃཱしました。「伝ࡶ

˙ �l നՏͦ zは、৴भ、ग़Ӣ、岡とと
にຊ࢛大ͦॲのҰつにえられてい
ます。

˙͝Ωϟラ「খๆγϩ」とݩञଂとのίラϘ品

たえのあるखଧち໙、ίΫのあるে༉͝ࣃ�˙
味のεʔϓが特の lനՏラʔϝン z

˙�ԼொにӫえたಓจԽととに�
ൃలした՛ࢠ
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統ܳはデザインで生まれ変わる。」をΩϟッν
コϐーに、和の文Խをもっとかわいくかっこよ
く「あ、これほしい。」とࢥえる和ࡶ՟をಧけた
いと言います。
ؾの人「世ࡾϧパン」�݄には、Ξニメࠓ　
ΩϟラクターとコラϘしたനՏだるま5छྨを
࡞しました。現代を代表するΩϟラクターと
伝統ܳを代表するԑىが༥合した、世քに
。ることができる商品ですތ

˙�खのͻらαΠζͰΠンςϦΞとして�
০ͬてお͖たくなるϛχͩるま

˙ -*/&�'3*&/%4 とのίラϘ品

「നՏͩるま૯ຊฮ」��
ᬑ　ߴষ　氏

˙ͩるまのΨνϟϙンൢ売を։࢝

˙ͩ͝るま
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ʻΤίͩるまのʼ
　「伝統を͙ܧにはৗに新しいൃがඞཁだ。」
といういのもと、ࠓ高ষࢯは、取引のある
ったനՏだをࢴされるغとともにഇࢴඛࡾ
るまを生させました。
　このだるまがڥにؔ৺を持つ消費者や
自然ૉࡐをѪ༻するํにडけೖれられるのでは
と期待をدせています。
　このほかにも持ちલの行ಈ力で༷ʑなల示会
やඦ՟ళのイϕントに積極的に出లし、自社
商品の 13 に取り組みながら、ωットϫークを
広げ続けています。これら高ষࢯの取り組みは
新聞、ࢽࡶ、テレϏで取り্げられています。

ʻޙࠓの๊ෛʼ
　「നՏだるまを伝統産業から成長産業にして
いきたい。伝統産業というこれまでのྖ域で勝
負をしていたらそれ以্の成長はࠐݟめない。
と考え、産業としてനՏだる໋ঝと創造をܧ
まを後世にしていくために、人のニーζを۷
りىこし、より多くの人の手に取ってもらえる
商品を࡞りたい。いずれは、現20໊ࡏほどい
る৬人の待۰をฏۉ的なαラϦーϚンのਫ४に
まで্させ、地域の産業としてࠜかせるこ
とがඪ。」と高ষࢯはࠓ後の๊負をޠってくれ
ました。

ᾊ　ࢢのޙࠓのํについて

　人ݮޱ少による地ํの消໓がةዧされるなど
地ํを取りרくڥはݫしく、地域の独自৭を
全໘にԡし出さなければ生きれない時代と
なっております。いࢢには、他にތること
のできる地域ݯࢿがଗっております。
　産業振ڵをさらにਪしਐめるためには、ࢢが

ઌಋし、元にあるݯࢿをຏき、ຽؒとڞに
ຽが一ؙとなって全国ࢢを出し合い、全てのܙ
にތれるനՏࢢを࡞り্げていかなければなら
ないと考えています。
後もこのԠԉ宣言をきっかけに、地域経済ࠓ　
をࢧえる業や造業、ޫ؍業などをうまく༥
合させ、しらかわܕの地域経済॥を࡞り্げ
るとともに、「Φーϧしらかわ」で競争力のある
産業をこの地で生み出し、ए者がఆணできる
。を確ཱしていきますڥ
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�　はじΊに
　Ճする少ࢠ高ྸԽ、人ݮޱ少への対ࡦとして、
国と地ํは૯力をڍげて「地ํ創生」に取り組んで
います。
　少ࢠ高ྸԽ・人ݮޱ少社会においては、ए者のྲྀ
出੍やҠॅ者֦大を図り、長岡がॅډ地やདྷ๚地
として選ばれるඞཁがあります。また、地域産業を
活性Խさせてࣄを創出し、らしやすい生活ڥ
や文Խ的なܹのあるまちづくりもඞཁです。
　長岡ࢢにおいても人ݮޱ少を࠷ॏཁ՝とଊ
え、これまで、地域ݯࢿを活༻したシテΟプϩモー
ションを行い、長岡の認・感の্やަྲྀ
人֦ޱ大にけて取り組んできました。

2　;る͞と໊Ԡԉએݴについて
ᾇ　Ԡԉએݴの経Ң
　長岡ࢢは、༗のถの産地であり、これまで日本ञな
どをりޱとしたプϩモーションをల։してきました。
　こうした取組の一つとして、ฏ成301݄31日、
日本ञにՃえ、味やে༉などもؚめた「ൃ߬・ৢ
造品」と、ถ՛などの「ถのՃ品」を対象に、

「;るさと໊Ԡԉ宣言」を行いました。この宣言に
より、新商品の։ൃやൢ࿏։などをする企業が国
のิॿۚをडけやすくなります。

ᾈ　;る͞と໊について
ᶃ　ถのՃ品
　長岡はうまいถの代໊ࢺ「コシヒカϦ」の一大産
地です。Խֶංྉやༀをݮらした特ผഓถと༗
ഓถを合わせた生産ྔは、全国トップです。ถػ
づくりはݹくは生時代に日本より伝わり、人ʑ
はٰから信ೱपลへҠりॅんだとされています。
　長岡では現ࡏも、༷ ʑなถのՃ品が造られて
います。特に、ถ՛は生産ྔ全国1Ґの新ׁݝの中
でも多くの造業者を༗し、「֟のछ」ൃ の地で
もあります。

ᶄൃ߬ɾৢ品
　長岡は、ถどころ新ׁݝの中でも、༗のถの産
地です。他にも๛なࠄがあり、ઇにด͟される
自然ީؾのため、ݹくからൃ߬・ৢ造をར༻した
品が生活にࠜいており、そのൣғは、ञ、味、ে
༉、௮、ൃ ߬をར༻したお՛ࢠなど多ذにります。
　特に、ञ造りにؔしては、3大ཁૉ「ਫ」・「ถ」・「ৢ
造技術」をຬたし、ݹくは1548から現代まで多く
のञを造ってきました。
　また、味造りは、Ӭ�（15�4）ؔ 東地ํ
に出ฌした্ਿݠ信がా地ํでฌにशಘさせ、こ
れが本ڌ地のӽ後国に広まったとされています。
ൃ、くから地域にࠜࠩしݹ　 లしたൃ߬・ৢ造技術
をར༻した品は、これまでに多くの品がつくら
れている他、現ࡏでも新たな品の։ൃが活ൃであ
り、༷ ʑな品が生まれています。

Ԭࢢ;Δ͞ͱ໊Ԡԉએ言「ถͲ͜ΖӽޙԬͰ
� ൃలͨ͠ൃ߬ɾৢͱถのՃ」

岡ࢢ　үా　ୡ৳ç氏

味噌

醤油 漬物発酵を利用した菓子 

（酒饅頭等） 

日本酒・焼酎 

ʲถのՃ品ʢҰྫʣr

ʲൃ߬ɾৢ品ʢҰྫʣr
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�　岡ࢢのऔ
ᾇ　৽品։ൃのิॿۚにΑるࢧԉ
　長岡ࢢでは、新品։ൃや、डଅਐのิॿۚ
により、ࢢ造業をࢧԉしています。特に新品
։ൃのิॿۚはฏ成�から20以্行ってお
り、ࢧԉをडけた品が全国シΣΞトップになるな
ど、大きな成果にܨがっています。

ᾈ　「ຊञͰסഋをਪਐする条ྫ」のまち
　ञどころ新ׁݝで࠷多の1�の日本ञのଂ元を
ഋをסでॳめて「日本ञでݝは、新ׁࢢる長岡ތ
ਪਐする条ྫ」を੍ఆしました。
　この条ྫは、「長岡のञ」によるסഋのश׳を広め
ることにより、そのීٴをଅਐさせるとともに、「長
岡のञ」をͼとॕいの象徴として世քへൃ信し、 
もって長岡の伝統文Խとして後世にܧঝするため、
੍ఆされました。
　なお、ຖ、地ञ13イϕントとして、ຖ10 「݄ӽ
後長岡ञのਞ」を։࠵しています。

ᾉ　岡͏まいถίンςετ
　長岡ถの一のレϕϧΞップを図るため 、Ո
ҙ識・ ഓ技術の্と「安全・安৺・ඒ味しい長
岡ถ」を全国にൃ信することを的とした「長岡う
まいถコンテスト」を։࠵しています。

ᾊ　ৢのொ　ઁాの֗なΈඋ
　ઁా地۠は、長岡Ӻからೆへ3.5ᶳにҐஔし、
時代にަ௨のཁॴとしてӫえ、ञ、味、ে༉ށߐ
造業などがू中したৢ造のொです。
　現ࡏも、国ొ༗ܗ文Խࡒのଂなど、多くの歴
史的ݐ造がっており、ৢ 造のொの歴史・文Խを
感じさせる֗ฒみが広がっています。地域ݯࢿを活
かしたಓ࿏ඒԽ、ެ Ԃඋ、Ҋ൘උによ
り、֗ ฒみのอ全や、ॅ 、を図るとともに্のڥ
ৢ造のொのൃ信につなげています。

ᾋ　;る͞とೲ੫
　;るさとೲ੫では、دをいただいたํに対し、

「長岡Ϛレ長岡ιμν」の地域の特産品をฦྱ品と
しておૹりしています。ञ、味、ে༉、、൧と
いった、ൃ ߬・ৢ造品やถのՃ品が人ؾをത
しています。

�　݁びに
　長岡ࢢは、ࠓ、長岡։400、ฺ ୢ戦争150
のઅのをܴえました。時代の変Խにき合い、
りӽえるための「人づくり」と「まちづくり」に取
り組んでいます。
りを持って๛かにらތຽが;るさとにѪணとࢢ　
し、ࢢ外の人に「行ってみたい、ॅ んでみたい」とࢥ
われるಌれのまちとなり、まちがൃలしながらকདྷ
世代に確実にडけܧがれていくよう、ࠓ後とも全力
をਚくしてまいります。

201�ᖺࡢ♩࠾ရ
ேẼࢺࢫ࣋㸱

岡͏まいถίンςετ

岡ࢢ;る͞とೲ੫

৽品։ൃのิॿۚをड͚て։ൃ͞れた品

ӽޙ岡ञのਞ

ಓ࿏ඒԽ ެԂඋ
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はじΊに

　2013�݄にデϏϡーした੨ݝॳの新
0.05&/"4)* ͝地άϧメ（以下、新・͝
地άϧメ）ਂ Ӝொの「ਂӜϚάϩステーΩက」
をൽりに、以߱これまでの5のؒに、ฏ
ொ・中ധொ・ాࢠொ・東௨ଜと੨ݝでは5
つのொଜでそれͧれ新・͝地άϧメがॱ次に
生、201�4݄には、ຬを持して「新・͝
地άϧメωットϫークあおもり（4 ʵ1あおも
り）」をཱち্げました。
　ਖ਼、全国的にもそして東北においても
決して໊も高くない5つのொଜ同࢜。ス
タートライン（デϏϡー）もผʑ、そもそもϋφ
からこんな࿈ܞやωットϫークのׅりなど、
者たちにはҙ識も予もしていなかったですࣄ
し、一ॹに手をܨいでやりましΐうなんてໟ಄
ありませんでした。それがࠓや、ҟ৭のタッά
での結ଋ力の強さがपғから特筆されるように
なり、ࢲ自、おこがましいؾ持ちをえつつ、
会をおआりして、あらためて「4ػのߘد回のࠓ
ʵ1あおもり」結成でಘた新しいܗの࿈ܞにつ
いて考してみたいとࢥいます。

「৽ɾ͝άϧϝ」が੨県Ͱॳొʂʢ࢝
まりのਂӜொをྫにしましΐ͏ʣ
　世ք自然Ҩ産「നਆࢁ地」があることでら
れるਂӜொは、੨ݝの日本ւଆにҐஔする人

3008ޱ人のړ・
業とޫ؍のொ。また歴史的にはށߐ時代中ࠒ
から明࣏までは北લધのަқでൟӫをげ、ఱ
然の良ߓ「ܰの෩待ちື」とݺばれるなど、歴
史と文Խの߳るொでもあります。
　നਆࢁ地の中でも人ޫ؍ؾスポット「ܰ国
ఆެԂ・ेೋބ（੨が࠷も༗໊）」をはじめ、
ԫۚ崎不;ࢮԹઘやΤスパ௴ࢁ、北ۚϲ
の日本一の大イνョ、ઍෑ、そしてொ
80ᶳにもおよぶ「༦ཅւ؛」とݺばれる෩ޫ明
ᇪなւ؛ઢなどݝでも༗のޫ؍地として
られている໘、現ঢ়のொを取りרくڥは、
ए者ྲྀ出とܹٸな少ࢠԽによる高ྸԽの高さ

などࢢલ߂やࢢ੨、（ொଜ中3Ґࢢ40ݝ）
෦への地のརの不ศさ、ொ中৺෦にいま֗ࢢ
だコンϏニΤンスストΞがແいことなど、҉い
ニϡースがݦஶで、かつװج産業である一次産
業もඇৗにݫしい現ঢ়に໘しています。

「৯にΑるޫ؍まちづくり」の

� എܠと͖ͬか͚

　停滞の続く一次産業とはผの、ޫ؍産業には
の広い可能性が実はこのொにはൿめられて
いるとやはりࢥっていました。ޫ؍は、ࣈの͝
とく「地域のޫを؍る、そして魅せる」ことで、
それにはࢢや地ํの大小もؔありません。
現代はそのの広いޫ؍産業による地域ݯࢿ

৽ɾごάϧϝのҬωットϫーΫ৫ʹよΔҬ活ੑ
੨ൃʂҟ৭のνーム「4ʵ͓̍͋り」͕
� ώットΛଓ͚Δཧ༝

੨県ਂӜொޫ؍՝�՝ิࠤ　ླϚάϩʔ˞ç氏
˞৽ɾ͝άϧϝωοτϫʔΫあおりʢ4ʵ�あおりʣॳࣄہ
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のຏきํやใൃ信などの力によって、突
としてヒットコンテンツが生まれ、ใ社会の
中でॠくؒに地域の໊を্げ、地域活性Խ
に大いにߩ献するという強みが「ޫ؍」にはજ
んでいます。
　しかしながら、૬変わらず「うちは自然が๛
かですよ、この時期はʓʓがඒ味しいですよ」
というࠓまでどおりのݟ༡ࢁ的な༠٬施ࡦで
は、全国֤地どこの地域でもたりલのように
行っているものであり、もはやお٬༷を地ま
でݺͼࠐめない、外՟֫ಘ（おۚをམとしても
らえない）できない現ঢ়となっているのです。
実ࡍに「13、宣伝が下手」「٬ޫ؍がདྷないの
はொのせい」という言葉がプレッシϟーとなっ
ていました。
　そんな中、時、ؔޫ؍࿈のとあるシンクタ
ンクのϚーケテΟンά結果で、ཱྀ 行者のҙ識ಈ
໊」してきたྟ܅ランΩンάで長らく্Ґに
ॴ・چめ͙り」や「Թઘ」などをൈいてトップ
になっていったのがཱྀઌでの「৯」だったので
す。いわΏる l ͝地άϧメ z です。現ࡏも、
この৯のΞクション、ブーϜはਰえることがあ
りません。ཱྀઌの৯の魅力がお٬༷を地ํ・地
域へऒきつけているのです。ྫとして、地ํ
からൃ信され全国的にも໊もू٬力もある
# య「#�1άランプϦ」などのؔ৺ࡇάϧメのڃ
の高さがその象徴ともなっておりました。

2���、ਂ Ӝொがணしたのが、

�పఈతにͩ͜わͬた「Ҭの৯と৯ࡐ」

　まず、ண地ܕのޫ؍パンϑレットを、৯をテー
Ϛに、よりお٬༷が手に取ってもらいқいこと
をૂった、時、ؔ 東以北ではॳの「Ϧクϧー
トじΌらん」と自࣏ମのコラϘによる͝地パ

ンϑレット「ਂӜじΌらん」を創ץ。ちΐうど
そのࠒもやはり、全国֤地で͝地άϧメがཚ
ཱし「άϧメՖり、άϧメ戦国時代」のࠓࡢに
ありました。その地域にੲからされているґ
ଘܕのάϧメである # ר地άϧメが੮͝ڃ
していましたが、それとは一ઢをըし、「地場
産の৯ࡐにこだわり、地域経済にも大いにد༩
する企ը։ൃܕの͝地άϧメ」を全国でఏএ
されていたのが、ਂ ӜϚάϩステーΩကの生み
のの一人でもあります、᷂ Ϧクϧートライϑ
スタイϧのヒϩ中ాࢯでした。
　「ਂӜじΌらん」の͝ԑもあり、そのヒϩ中ా
ࢯヒϩ中ా、࠵ԋ会を։ߨをਂӜொにটᡈしࢯ
の「৯はݯࢿޫ؍」「ҿ৯業はޫ؍業」というϑ
レーζにҿ৯ళやொຽ、そして何より٢ాຬொ
長がそのۚ言に৺を༳さぶられました。
　のࢲは、「人（٬ޫ؍）が๚れるまちはൟӫ
し、人（٬ޫ؍）が๚れないまちはਰୀする」と
いうヒϩ中ాࢯの言葉で一ؾに l ֮੧ z させら
れ、高ྸԽの高さや少ࢠԽなどののղ消
ばかりに՝を持って取り組Ήのではなく、わ
れわれޫ؍にܞわる人ؒの割が明確になっ
て、時のด࠹感から一ؾに l スイッνがೖっ
た z ॠؒがスタートだったとࢥいます。

࣮とཁҼ

　੨でϚάϩといえば、もちろん大ؒொが༗
໊ですが、実は੨ݝのఱ然本Ϛάϩのਫ༲
げྔのほ΅分はਂӜொがめるというݝ1
Ґのࣄ実にணし、Ωϟッνϑレーζを「Ϛά
ϩは大ؒだけじΌないʂਂӜொはϚάϩのਫ༲
げφンόーϫンʂ」として、ヒϩ中ాࢯのߨԋ
会からちΐうど1、ឯ༨ંۂのྉཧ։ൃ期ؒ
を経てデϏϡーを果たし、いよいよ「ਂӜϚά
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ϩステーΩက」（以߱、Ϛάステက）がはじまり
ました。結果、1ؒで4ສ0130৯をൢ売、
それによる経済ޮٴ果は2ԯ2000ສԁに
の΅りました。このάϧメ։ൃプϩジΣクトに
ࢿした経費は400ສԁでしたから、50
ഒ以্の成果を1ؒでしたことになります。
　このه的なヒットのཁҼを分析すると、①
Ϛάϩをমき、3छྨの味わいํもできる新規
性　②ݟたもやかでѹ的なコストパ
ϑΥーϚンス　③ຽڍげての取り組みがؔ৺
をݺͼϚスコϛにも大きく取り্げられたこと
がڍげられます。

ଓతなઓʣܧखʢࡾ、なるҰख、ೋख࣍

　さて、このాࣷொにとっては大ࣄ件となった
「ϚάステကブーϜ」。一過性にऴわらないよう、
次の一手としてすでにこれまで次の3つをల։
しました。
　まず、一つは、ਂ ӜϚάϩの०を 13 し、Ϛ
άステကに続くؔ࿈商品の։ൃを的とした、
དྷ場者が৹査し人ؾを競う「ਂӜϚάϩྉཧά
ランプϦ」のάϧメイϕントの։࠵でした。11
छྨのάϧメメニϡーをΤントϦーし、予を
はるかに্回る3000৯以্をൢ売しました。
　もう一つは、ॳのϚάステက「ΏるΩϟラ

計ը」から࿏ઢを変ߋし、͝ 地Ξイドϧとし
て場の20代のए手৬һたちがཱち্がって
結成された「ਂӜϚάϩϘーイζˍόックμン
αーζ」。֤メデΟΞからは l གྷるެһ z と
してশࢍされ取り্げていただいています。൴
らのओな割は、ਂ ӜϚάϩとϚάステကの
13 をଆ໘ࢧԉすること、そして、過ૄԽのਐ
Ή地元のए者たちの元ؾをൃ信することです。
　また、もう一つは、Ϛάステကに続くメニϡー
として、「ザ・ਂӜϚάϩカレー」が։ൃ・ൃ表
されました。これは、੨ݝॳの新・͝ 地 l み
やげ z としてレトϧト商品でൢ売しました。

ま͞かま͞かのఆ֎、

� l ࢈વのۮ zとは͜の͜と

　ਂӜொの「৯によるޫ؍まちづくり」のల։

図�　�2�౦ہड 図2　に͗わ͏ਂӜϚάϩྉཧάランϓϦձ

図�　�༂るެһʂਂӜϚάϩϘʔΠζˍόοΫμン
αʔζ
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は、「Ϛάϩのொ・ਂӜ」の্໊、ਂ ӜϚ
άϩの価の্による地域経済への活性Խ、
༨り多いޮٴ果がありました。また、何ࣄも
続するܧ、続させることが困難である一ํでܧ
ことがๅ「ܧ続はๅなり」を合言葉に取り組Ή
ことが大だと確信を持ちだしました。そんな
ແҙ識でってきたਂӜொのわずか1ほどの
取り組みにڵ味を示され、ࢍ同し、まさかまさ
かでਵしてくれた自࣏ମがいくつか出てきた
のです。これはまさにఆ外。ただΨϜシϟラ
に取り組んできたことに対して、まずはฏொ
では日本一のҭ成（ཆ৩）ϗタテを活༻した「ϗ
タテによるޫ؍まちづくり」、さらにܰౡ
のઌ・中ധொでは「メόϧによるޫ؍まちづ
くり」など、わがொもわがொもとάϧメ։ൃに
取り組みたいとの声が次ʑにあがってきたので
す。
　以߱は、この取り組みでମݧ・ମಘしたさま
͟まなφレッジをܧঝ（ڞ༗）しながら、੨ݝ
で次ʑに新・͝地άϧメが生・ల։され
ていったのです。

4 ʵ�あおり

� 「৽ɾ͝άϧϝ」�ܑఋ

˞ൢ売ྦྷ計৯は、20188݄1�日現ࡏ。
ʲஉʳ
ਂӜϚάϩステーΩက
ΩϟッνコϏー：ਂӜொはϚάϩのਫ༲げ੨
φンόーϫンʂݝ
2013�݄14日デϏϡー
価格：1500ԁ（੫ࠐ）
ల։：ொ�ళฮ
ൢ売ྦྷ計：1�ສ�158৯
1日ฏۉ104৯

ʲ࣍உʳ
ฏϗタテ活ޚહ
Ωϟッνコϐー：ฏொはҭ成ϗタテのਫ༲げ
日本一ʂ
20153݄25日デϏϡー
価格：1500ԁ（੫ࠐ）
ల։：ொ4ళฮ
ൢ売ྦྷ計：5ສ3�02৯
1日ฏۉ43৯

ʲࡾஉʳ
中ധメόϧのとࣽけહ
Ωϟッνコϐー：中ധொはメόϧのਫ༲げ੨
φンόーϫンʂݝ
2015�݄3日デϏϡー
価格：Ն季1400ԁ（以外は1�00ԁ。いずれ
も੫ࠐ）
ల։：5ళฮ

図�　ਂӜϚάϩεςʔΩက

図�　ฏϗλςޚ׆હ
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ൢ売ྦྷ計：5ສ�40�৯
1日ฏۉ52৯

ʲ࢛உʳ
ΨーϦックステーΩ͝はんࢠా
Ωϟッνコϐー：ాࢠொは日本を代表するニン
ニク産地ʂ
201�3݄2�日デϏϡー
価格：1500ԁ（੫ࠐ）
ల։：3ళฮ
ൢ売ྦྷ計：5ສ2�42৯
1日ฏۉ�0৯

ʲޒஉʳ
東௨ఱ然ヒラメॏ
Ωϟッνコϐー：東௨ଜはヒラメのਫ༲げ੨
φンόーݝ 2 ʂ
201��݄1日デϏϡー
価格：1�00ԁ（੫ࠐ）

ల։：3ళฮ
ൢ売ྦྷ計：��0�৯
1日ฏۉ18৯

　「4 ʵ1あおもり」は広域ωットϫーク組৫・
࿈ஂܞମでありますが、֤ 地域の新・͝地ά
ϧメをൢ売することにू中し۪に地域活性Խ
を的としたタμの l 任ҙஂମ z です。また、
すてのٞڠ会のࣄہ（૭ޱ）は場にஔか
れていますが、場にஔかれているそういった
࿈ஂܞମほど、おおかたは͝ଘのとおり、ӡ
営や組৫力がബくなりがち。時ؒの経過ととも
に෩Խされたり、何をやっているのかさえݟえ
ないいわΏる l ༓ྶ組৫ z とஅされ、そのま
ま෩Խされてしまうこともしくありません。
結ہ、ຽؒओಋの場合と行ओಋの場合との決
ఆ的な違いがݦஶになるのが、実はここの෦分
ではないでしΐうか。
い、これがແいのが「4　 ʵ1あおもり」です。
5つの地域が一ಊに会すػ会はఆ期的にはいっ
さいありません（それͧれの地域でのఆྫ会
ٞはසൟに行われていますが）。֤自、負୲ۚ
を持ちدって「とりあえずみんなで何かやりま
しΐう。考えましΐう。」とμラμラ会ٞ室に
ることもないのです。生産者も、ྉཧ人も、ࣄ
ہも、地元のࢠどもୡもそれͧれが持つνー
ϜスϐϦットによって、పఈ的に自分の割を

図�　౦௨ఱવώラϝॏ

図�　தധϝόϧのと͚ࣽહ

図�　ాࢠΨʔϦοΫεςʔΩ͝はΜ
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ҙ識しపఈ的に֤ʑがり続けているのです。
　り続けるのは「άϧメ」ではなく、り続け
るのはあくまでもࢲたち「人」です。
　νーϜ（広域ωットϫーク組৫）による地域
活性Խやブランド創生の l 成ޭ確 z を্げる
のも下げるのも、やはりܞわる「人」一人ひと
りだと感じます。

「4ʵ�あおり」݁ にΑる

� ώοτのཧ༝ʢ๏ଇʣ

1 　 ઌにデϏϡーした地域（͝地άϧメ）が
ମݧ・ମ感した多༷なφレッジがࡉかくڞ
༗されている

　　　˰ ࣦ ഊはれず。しかしながら、ࣦ ഊ
もলすれば「ث」となります。

2 　 他地域にをかけるのでࣦഊはڐされ
ないというۓு感（Ϧスクϔッジ）が行ಈ
を変える

　　　˰ それͧれのやるきことへの割ҙ識が
高い。

3 　 「他地域はライόϧである」というモν
ϕーションをҡ持し、᛭ୖຏすることに
よって、結果もసする

　　　˰ 生産者、ྉཧ人、ࣄܞ、ہわる人、そ
して地域૯合力。良きライόϧはඞཁ。

4 　 ヒットをܧ続すれば、ඞ然的にメデΟΞか
らのڵ味・ؔ৺も高くなり、ҙ的に取り
ѻってもらえる

　　　˰ ۪ にそしてపఈ的に取り組んでいれ
ば、メデΟΞは味ํについてくれる。
ްい信པؔ。

5 　 広域的なप༡ϧートが確ཱして新しいࢿ
。にݶが生まれる。ແ（コンテンツޫ؍）ݯ

　　　˰ ੨ݝ（全40ࢢொଜ）でもまだ5ொ
ଜのల։。まだまだ༨地は計りれず、
大かつ新たなモνϕー࠷ཏはݝ
ションとなっています。

� 　 ヒーϩーはひとりじΌない、「みんなで
ヒーϩーになる」

˞参考文献　 じΌらんϦαーνセンター「とーりまかしผ研究ؑ2018」

図�　「4��あおり」݁ 

図��　「4��あおり」ϦʔϑϨοτ
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�　+"1"/ブランド

� 報 13ɾޮۀࣄՌۀࣄূݕ
　「+"1"/ ブ ラ ン ド ҭ 成 ࢧ ԉ ࣄ 業 」（ 以 下

「+"1"/ ブランドࣄ業」）は、中小企業ி・東北
経済産業ہが2004から実施しております。
地域の中小企業者が、地域の優れたૉࡐや技
術を活かした品の魅力を高め、ւ外のϚー
ケットで௨༻するブランド力の確ཱをࢧԉする
業です。東北では2018までに53ࣄ
件が࠾され、多くの企業がւ外ల։を実現し
ています。
国がॳめて、これまでの成果を広くࠓ　
13 することを的に、「+"1"/ ブランドの広
ใ 業」を実施することとなࣄূݕ業ޮ果ࣄ・13
りました。ฐ社ࣜג会社ジΣイΞーϧ東日本企
ըが、東北経済産業ہから本ࣄ業をडୗし、࿈
。して実施しておりますܞ
　+"1"/ ブランドࣄ業を活༻してւ外ల։す
る多༷な৯ࡐ、ঊの品質による伝統ܳ品・日
༻品は、東北の๛かな自然や෩といったڞ
௨のόックάランドの元に創り出されたもの
です。+"1"/ ブランドのコンセプトは、「地
域の中小企業ならではの価をਐԽさせ、新し
い伝統を創造する」こと。そこで、東北の৯文
Խ を 表 現 す る「 東 北 l ڷ  の હ（,:0%0 
;&/）z」というΞイコン（象徴）をઃఆ。৯ࡐ、
ञをϖΞϦンά（組み合わせ）し、新たな東、ث
北ブランドとしての価をఏҊすることといた
しました。本ࢴをおआりし、取組みを͝հい
たします。

2　「౦ lڷのહʢ,:0%0�;&/ʣz」

　「東北 l のહ（,:0%0 ;&/）z」は、ઋڷ
出で、シンΨポーϧのレストランで2018ࢢ
य़までΤάθクテΟブシΣϑをめた松本ܓ
հࢯが、「モμン・ジϟパニーζ。モμン・
50)0,6。」をコンセプトにプϩデϡースし
ました。（ࣸ真1）

　岩手ݝ産のΞϫϏ、ٶݝ産ԴᥡとΦイス
ターιース、ܗࢁ牛、あおさのりを、ΞジΞ
の中でもઌਐ的なシンΨポーϧのᅂに合わせ
モμンに調ཧ。੨ݝ産ブφϘϧ、ড়๏ࣉ
ృ࣫ث、༤勝ੴࡼ、岡シϧクのテーブϧラン
φー、ઋΨラスのテーブϧΣΞにり
け、ݝ単Ґの日本ञの地ཧ的表示（(*）で།一
。産日本ञをఴえましたݝܗࢁఆされているࢦ
これらは +"1"/ ブランドࣄ業を活༻してւ外
ల։している14の企業・ஂମの商ࡐで構成さ
れています。
　和৯がϢωスコແܗ文ԽҨ産にొされるな
ど、世քで日本の৯文Խの人ؾは高まっていま
すが、外国人の生活に日本の文Խをਁಁさせて
いくには、現代的なཁૉ・技術を取りೖれつつ、

+"1"/ϒランυ「౦ʠڷのહʡ」
� ϓϩϞーション事業

ըاձࣾδΣΠΞʔϧ౦ຊࣜג

ʢࣸਅ�ʣ
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ᅂにあわせたఏҊがඞཁです。また、ある
商品から東北の品を選んでもらうには、「東
北（50)0,6）」ブランド力の強Խがඞཁ不可
欠です。「東北 l のહڷ z」を東北のイメージ・
ブランドのਁಁ・ఆணの一ॿとすることがͶら
いです。

�　πʔϦζϜ

� &910δϟύン2���ग़ల
　去る2018�݄20 ʙ 23日に、東ژϏッά
αイトで։࠵された「ツーϦζϜ &910 ジϟ
パン2018」に出లしました。4日ؒで20ສ�
ઍ人のདྷ場があり、ブースにも外国人をؚめ
多くのํにおཱちدりきました。（ࣸ真2、3）

　ブースでは、10者の商ࡐをల示いたしま
した。͝དྷ場者には、実ࡍに手に取り商ࡐの良
さを実感してきました。外国人にとってなじ
みのないૉࡐやܗঢ়であっても、๏や伝統と
いったストーϦーに魅ྃされ、ϖΞϦンάのイ
メージをڵ味ਂく͝ཡになっておりました。৯
場ړ大ࡾまれ世քܙにݯࢿにؔしては、ਫ産ࡐ
としてられるࡾԭの৯ࡐや、明確な࢛季が
ある東北の自然と調和しながら創られる日本ञ
など、その๛さがධをതし、ߪೖについて
の合せも多いただきました。

　出లのཧ༝として、インόンド（๚日外国
人）の૿Ճによる、国での消費ػ会の֦大が
あります。ޫ؍ி॓ധཱྀ行統計によれば、
201�の東北地域の外国人延॓ധ者は、
10�.�ສ人とલൺ4�.�ˋ૿、全国を্回る৳
ͼとなっています。他ํで同ிޫ؍ೖ٬ࠐ統
計によれば、2015の東北の๚日外国人ޫ؍
消費ֹは223ԯԁであり、北ւಓの12分の1
以下にとどまります。
回ブースではల示品とؔ࿈させ、一ൠ社ࠓ　
ஂ๏人ٶインόンド %.0 ʗ᷂ ٶ）�.)
ؙݝொ）、東北・ເの֗ࡩಓਪਐٞڠ会と
࿈ܞし、৯ମݧやञଂツーϦζϜのཱྀ行商品
をఏҊしました。また、ブφコ （᷂੨߂ݝલࢢ）
が༠٬のコンテンツとして、ۭ きࣷߍをར༻し
たثの࡞ମݧをհしました。生産者にとっ
ても、現地で外国人٬ޫ؍の消費֦大がਐめば、
༌出の྆ྠとしてརӹの֦大が期待されます。
ަ、には॓ധ、ҿ৯ޫ؍ ௨など༷ʑな業छの参
Ճが求められますので、こうした࿈ܞをߋにଅ
ਐして参ります。

のऔΈޙࠓ　�

、後12݄に、དྷ2݄にシンΨポーϧでࠓ　
プϩモーションを行う予ఆです。
　は201�東北地域での国੶ผ外国人延
॓ധ者（ै業һ10人以্の॓ധ施ઃ）でୈ
1Ґ3�.�ສ人と、ୈ2Ґの中国1�.0ສ人を大
きく্回ります。
　シンΨポーϧは、201�全国ྛਫ産・
৯品の༌出ઌ国ୈ8Ґで、2�1ԯԁを༌出して
います。品ผでは、Ξϧコーϧҿྉ（ओにਗ਼
ञ）、牛肉、ϗタテが্Ґであり、東北の産品
との和性が高いのが特徴です。
　こうした点を౿まえ、東北経済産業ہや参ը
企業と࿈ܞをਂめながら、よりよいプϩモー
ションをܧ続して「東北（50)0,6）」ブラン
ドを確ཱし、東北地域の活性Խにߩ献して参り
ます。

ʢࣸਅ2ʣ

ʢࣸਅ�ʣ
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はじΊに
　੨ݝのܰといえば、ܰւڦ、ܰࡾ味
ઢ、そして真っな「りん͝」をࢥいුかる人
が多いのではないか。しかしこの地では、「౧」
が新たな地域ブランドとしてาみをਐめてい
る。まだ、本格ഓから15ほどしかたって
いないが、地元の +" や自࣏ମのࢧԉをडけ、
その出ՙֹは1ԯԁを超え、ए者の新規ब者
も૿Ճしている。そのきっかけと振ڵの経Ңは
どういったものなのかඥղいてみたい。

�ɽ࢝まりは࢈໊ݩ
� 「ܰりΜ͝」のۤڥ
　ܰ地域のりん͝Ոは、りん͝の価格低、
෩シーζンにऩ֭期がॏなるૣ生りん͝のऩ
֭Ϧスクの回ආに長んでいた。そのঢ়況を
ଧഁすく、りん͝以外の࡞のഓに取り組
Ήඞཁ性がし合われ、「෩シーζンよりも
ૣい時期にऩ֭が可能、りん͝とऩ֭時期がॏ
ならない、高で商品が取引される」という特
徴を༗する「౧」のഓにがूまった。ฏ
成1�にલとなる組合が組৫され、本格的
に生産が࢝まったのはฏ成1�。現ࡏはܰ
౧生産෦会とվশし、「ܰの౧」の生産֦大と
ブランドԽに取り組んでいる。

2ɽ「౧」の࢈Խのऔ
　னのפஆࠩがあるܰ地域のީؾは౧の
ഓにదしている。ฏ成30現ࡏ、本भ࠷北
の౧産地であるため、طに産地として໊高いࢁ
སݝのڥ期に出ՙできることが強みであり、

。場からの引き合いもඇৗに高くなっているࢢ
　また、りん͝ഓの技術やセンαーなど
の出ՙઃඋ、ྲྀ ௨やൢ࿏で、長ഓった「
ܰりん͝」ブランドの໊・ノϋが౧に
も活༻できるため、「ܰの౧」は、ए手を中৺
に新規ഓ者が૿えている。

�ɽ「ܰの౧」ブランドの
� とࡒઓུ
　本भ࠷北と書いたが、੨ݝには౧が
ഓされている地域は他にもଘࡏする。生産֦大
とࢢ場での売りࠐみに力をೖれる中で、特にݝ
他ഓ地とのࠩผԽを図るため、地域ஂମ商
ඪのݖࡒをうまく活༻している。
　ݖࡒのޮ果として、ブランド創成のൺֱ的
ૣい時期にݖࡒでݖར者を明確にすること
で、ؔ る༕いを者のまとまりや品質ཧに
し、その後のブランドԽਪਐをスϜーζにݮܰ
するޮ果がある。
　そこで、ฏ成2�1݄に「੨ݝ産　ܰの
౧」のϩΰを商ඪొ1。ฏ成28�݄には「
ܰの౧」の໊শが地域ஂମ商ඪ2として商ඪొ

తઓུʹよΔ৽ͨͳϒランυのઓ
̫ଘϒランυ「りΜご」ط ৽ڵϒランυ「౧」のྑ͍ؔ
� ʙܰりΜごͱาΉܰの౧のࡒઓུͱҬৼڵʙ

౦経ہۀ࢈ࡁҬ経ࡁ部
　ྛ　ୡç氏࢈ࡒతࣨ࢈ࡒज़՝తٕۀ࢈

1 出ئ人：+" ܰみらい　商ඪୈ5�421�5号
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された。地域ஂମ商ඪは、ొ に໊শのप
性が求められる。「ܰの౧」の本格ഓから�
でొされたことは、生産者と +"、行
が一ؙとなって「ܰの౧」ブランド創成に取
り組んだ成果のひとつと言えるだろう。
　また、地域ஂମ商ඪの෭次的なޮ果として、
他地域とࠩผԽできるセーϧスポイントが૿え
たため、新聞・テレϏなどで積極的に取り্げ
られた。結果、ݝで౧といえばܰといった
ようなѹ的な໊を֫ಘすることができた。

�ɽݖࡒऔಘޙのブランドԽઓུ
　「ܰの౧」のブランド戦略で特筆すきは、
地域ஂମ商ඪ取ಘલ後でൢ売ターήットを変え
たことである。取ಘલは、طଘの「ܰりん͝」
のൢ売を活かしたൢ࿏がओであり、ターήッ
トはݝ外の消費者であった。しかし取ಘ後は、
੨ݝのメデΟΞに多く取り্げられたことを
きっかけに、ݝでの消費をターήットにした。
での消費は、消費者が高のブランド౧ݝ　
を地元価格でߪೖでき、よりの良いঢ়ଶで
ඒ味しく৯することを可能にするだけではな
く、Էの調がしやすいといった生産者ଆの
メϦットもある。
　また、商ඪొした「ܰの౧」のϩΰと໊শ
は、౧の出ՙശやՃ品のパッケージにもわ
れている。Ճ品は౧のऩ֭期以外にも安ఆ的
に「ܰの౧」ブランドを 13 できるメϦット
がある。

　このように商ඪݖ取ಘをػに「ܰりん͝」
とは違うาみでブランド力強Խに౿み出した点
は、にする。

�ɽ「ܰの౧」とҬ経ࡁのੑ׆Խ
での消費をターήットにしたことで、「ݝ　
ܰの౧」のブランド力が地域経済の活性Խに多
໘的にߩ献する一໘をݟせている。ྫえば、「
ܰの౧」のऩ֭ମݧόスツΞーには、50໊のఆ
һに対し10ഒ以্のਃしࠐみがࡴ౸した。ま
た、「ܰりん͝」のϦスクϔッジを݉Ͷて「
ܰの౧」のഓをすることは、Ոの安ఆ的ऩ
ೖ確อにཱつだけでなく、業に企業経営の
品による�次Խ点を取りೖれることで、Ճࢹ
産業への広がりを生んでいる。
　地域ブランド創造のݪ点は、地域でѪされる
産品の価をҡ持・্させる地域の人ʑのた
Ώま͵力であろう。そういうҙ味で「ܰの
౧」は、طଘブランド「ܰりん͝」とڞに、こ
の地域の৯文Խや経済、ޫ؍までもࢧえる優ल
な୲い手としてますますの活༂が期待される。

　ຽؒ、行、ࢧԉのܗは༷ʑある。東北経済
産業ہ的ࡒ産室は、東北の地域ブランド
をࢧԉする施ࡦを実施している。طଘのブラン
ドに対してはり্げを、新ڵブランドに対し
てはఈ্げを。ੋඇ活༻していただきたい。

2 地域ஂମ商ඪとは
 地域ஂମ商ඪとは、地域ブランドをదにอޢすることにより、信༻力のҡ持による競争力の強Խと地域経済の

活性Խをࢧԉすることを的に、地域のࣄ業ڠ同組合のஂମに対し、「地໊ʴ商品（αーϏス）໊ 」からなる商ඪ
について、特ఆのཁ件をຬたした場合にొを認める特ڐிの商ඪ੍の一つです。
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ձ һ ا ۀ ͩ Α り

　ฐ社はত和42݄の創業、ত和23�݄の
会社ઃཱで、ࠓは創業から�0प、ઃཱ
�0पのઅのにたる。վめて、これま
で͝Ѫސいただいたお٬༷、おࢧえいただいた
地域のօ༷、そして多くのઌഐ・現社һとそ
の͝Ոに感ँしたい。�0લの創業のきっ
かけは、地元のᕲᕱ༻ཷめが大Ӎにより決յ
し多くのଚい人໋がࣦわれたނࣄにૺ۰した創
業者が、࣏ࢁ࣏ਫのඞཁ性を௧感して負
業とそれにඞཁなモϧタϧの造にண手した
ことから࢝まったと聞いている。それから一世
紀ۙくが経ち、ݐઃ技術のਐาは֮ましい一
ํで、地ٿԹஆԽのӨڹなのかʑߥʑしくな
るؾ象条件の変Խにより֤地でࡂがසൃし、
国ຽの生໋とࡒ産をकる・ݐ築ࣄ業のॏཁ
性は変わらないどころか૿してきている。

　�લにൃࡂした東日本大ࡂからの෮ڵ
においては、֤ छݐઃࡐࢿやӡൖ手ஈ、現場技
能者など、全てにおいて不するࣄଶが生じた。
それに対Ԡする༷ʑな取り組みの一として

「現場ଧちからプレΩϟスト品」へのシϑトが
行われた。可時ؒのݶఆされる生コンの代替
としてプレΩϟスト・コンクϦート品（以下、
1$B 品）が多くの現場で࠾༻され、ࡐࢿのڙ
力不をิうだけでなく、現場における技能څ
者不をิうޮ果があった。1$B 品業քと

しても、෮ࣄڵ業をલにਐめようとඃࡂ地۠だ
けでなく東北が一ؙとなって（一社）東北コン
クϦート品ڠ会などを中৺に取り組んでき
た。現ࡏ、ைఅがඋされ、෮ڵಓ࿏が次ʑ
と։௨し、ඃࡂ地۠の高ҠసもਐΉ中、
中৺だった෮ࣄڵ業は、ݐ築およͼιϑト
໘へのల։が中৺となってきつつある。一時の
不、人手不もղ消されてきたが、ここに
きて新たな՝がුかͼ্がってきた。

　2015におけるݐઃ業の55࠽以্の構成
ൺは3割。そこから2025までの10ؒで
100ສ人以্のୀ৬者がൃ生するのはಀれられ
ないࣄ実である。2020のΦϦンϐック・パ
ラϦンϐックधཁをりるために外国人技能
実श੍のଔ業生をଈ戦力として活༻ଅਐする
時ݶાஔが࠾られたが、それとてٸ場྇ぎで
あってࠜ本的なղ決ࡦではない。ݐઃ業քとし

ʮ��पのँײͱҬの͍ʯ

　　　　　　　　　　લాࣜגձࣾ
� औకࣾ　લా　೭�氏

ϘοΫεΧϧόʔτࢪ
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ては、ए手ೖ৬者の確อ、とりわけঁ性の技術
者の活༂の場をఏڙすることや、生産性の্
でりろうとඪをܝげて取り組んでいる
が、全産業でのए手人ࡐのୣい合いが確実であ
り、実現にはかなりの困難が予される。その
ためには「ٛڱのݐઃ業」だけでなく、ࢲどもݐ
ઃࡐࢿ造業やؔ࿈のӡૹ業もؚめた「広ٛの
্確อと生産性ࡐઃؔ࿈産業」としての人ݐ
にけた取り組みが求められており、現場のল
力Խと品質確อのために、1$B 品業քの
割は変わらず大きいと認識している。

　は変わるが、現ࡏ、東経࿈や同༑会、商
会ٞॴ੨෦（:&(）で֤地の「地ํ創生」や

「地域活性Խ」への取り組みをֶぶػ会が多く
ある。「創生」「活性Խ」のఆٛ、डけ取りํは
༷ʑあるとࢥうが、ۙ࠷、聞いた言葉の中で࠷
もҹ象にっているのが、୩ߒհࢯの「地消
地産」という言葉だ。「地産地消」ではなく「地
消地産」。地域で消費するは少しでも多く
地元のをって「地域経済॥」を活ൃに
しようというものだ。地産地消も確かにѱいこ
とではないが、全ての地域が自地域ϑΝースト
をܝげれば経済活ಈはҤॖしてしまう۫もあ
り、それが行き過ぎると国の大統ྖのように
なるのではなかろうか。ݸʑの国（この場合は
地域）にとってのݸผ࠷దの和は、決して全ମ
。దではないからだ࠷

　地域経済॥のありํを考えているとき
に、あるՈのํのを聞くػ会があった。ถ
のઐ業Ոだがాん΅の他にാで自Ո༻にࡊ
も࡞っており、०になるとຖ日のように৯き
れないほどऩ֭できるという。ۙ͝ॴにもお
分けするが、͝ ۙॴのാでも同༷の࡞を࡞っ
ているので、結ہはഇغせ͟るをಘないらしい。

そのඦメートϧઌのスーパーϚーケットで
は、地元産だけでなく、日本֤地あるいはւ外
産の同じようなࡊがฒんで売られており、高
い手ؒひまと༌ૹ費をかけてӡばれた࡞を地
域のํʑがわ͟わ͟ߪೖしている現ঢ়はとても
୰かわしいとしていた。

　決して単७なではないことはわかっている
が、地域で消費するをその域で生産しྲྀ௨
させることで、どれだけのແବをলくことがで
きるだろうか。域の企業やՈ計がՔいだ「外
՟」をす͙に域外にྲྀ出させることなく域で
॥させることで、༷ ʑな施ࡦのޮ果をඈ
༂的に্させることも可能ではなかろうか。

「地域活性Խ」とは単なるイϕントཔみの一時的
なわいではなく、持続可能な地域として「自
ཱ」できるํࡦをܧ続実施していくことがॏཁ
だとࢥう。

　ฐ社が本社をஔくݝܗࢁঙ地ํは、ํࡾを
にғまれ、日本ւとするあるҙ味ด͟されࢁ
た地域であるが、域で生産するΤωϧΪーと
৯ྐを「自څ」できる少ない地域だと考えて
いる。ౡඈౡを「カーϘンϑϦー・Ξイラン
ド」にする構もある。ܹ的すぎるスϩーΨ
ンだがh ঙ独ཱ をɦܝげて、՝ઌਐ国・日本
への答えの一つをݟつけるく、自څ自ܕの
地域モデϧを模ࡧしていきたい。

ञాߓʙঙฏʙௗւࢁ
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׆ ಈ  հ

はじΊに

　人ݮޱ少が大きな՝となっている東北ݍで

は、地域ॅຽの生活をࢧえる自࣏ମも以લとൺ

ֱしてそのを大きくݮらしている。2000

1݄に512あった東北ݍのࢢொଜはいわΏ

る「ฏ成の大合ซ」により、現ࡏでは25�となっ

ている。自࣏ମのݮ少は多ํ໘に大きなӨڹを

施ઃにয点ڞではެߘすことになるが、本΅ٴ

をて、ࢢொଜのݮ少にうެڞ施ઃの現ঢ়に

ついて֓؍する。

「ฏの大߹ซ」とはԿか

　まずࢢொଜが大きくݮ少することとなった

「ฏ成の大合ซ」について、؆単に振りฦること

とする。

　「ฏ成の大合ซ」とは1����݄に地ํ分ݖ

一ׅ๏の成ཱにってվਖ਼された「ࢢொଜの合

ซの特ྫにؔする๏」にجづくࢢொଜの合ซ

のことである。

　合ซがਐめられたഎܠとしては、人ݮޱ少や

少ࢠ高ྸԽのਐ行にうݫしいࡒࣄを౿ま

え、地ํ分ݖの୲い手として;さわしい行ࡒ

ொଜが確ཱすることが強く求められたࢢ൫をج

ことにある。

　そうした中、༩ౘ行ࡒվֵਪਐٞڠ会では

000ମのඪとして1࣏ொଜ合ซ後の自ࢢと

いうํが示されていた。

　は合ซがスϜーζにਐΉよう༷ʑな特ྫ

を༻ҙした。特にࡒ的なࢧԉは手ްく、①合

ซ特ྫ࠴の創ઃや、②地ํަ੫の合ซ算ఆ替

えにؔする特ྫ期ؒの延長などが行われた。

　①合ซ特ྫ࠴は、ࢢொଜの合ซにってඞཁ

となるࣄ業ۚࢿにॆてるため合ซとこれに

続く10か1にݶりൃ行出དྷる地ํ࠴のこ

とである。この特ྫ࠴は元རঈؐۚの�0ˋに

ついて国からのࡒࢧԉもडけられる。

　②については、地ํަ੫はج४となるࡒ

धཁֹとࡒऩೖֹとのֹࠩによって算ఆさ

れ、一ൠ的に合ซ後のࡒधཁֹはスケーϧメ

Ϧットなどによりݮ少するが、算ఆֹが合ซલ

よりֹݮされないようอূする特ྫ期ؒを合ซ

後5から102に延長したものである。以߱

5かのܹ変؇和ાஔについてもैલの特ྫ

同༷にߨじられた。

　こうしたࡒ্の優۰ાஔはࢢொଜ合ซを強

力にਪਐすることになり、全国で1��83݄

時点3232あったࢢொଜが、合ซ特ྫ࠴によ

るࡒࢧԉાஔがಘられる࠷ऴ日の200�3

౦ݍʹ͓͚Δ࣏ࣗମのมԽͱ
� ঢ়ݱઃのࢪڞެ

1 その後何かの延長が行われ、東日本大ࡂのඃࡂ地で合ซ後25ؒ、それ以外の地域で20ؒとなった
2 北ւಓ৭୮ଜ、ധଜ、ླཱྀ ผଜ、ླཱྀ ผଜ、ࣿ ಹଜ、ᤩ取ଜをআく（以下同じ）
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݄には1821にまでݮ少することとなった。

なお、20183݄時点では1�18となって

いる。

　なお、過去にも2ほど全国的な規模で自࣏

ମの合ซが行われている。ۙ代的地ํ自࣏行

を実現するためのج൫උを的に実施された

「明࣏の大合ซ」と戦後の地ํ自࣏、特にࢢொଜ

の割を強Խするඞཁから実施された「ত和の

大合ซ」である。

౦ݍにお͚る߹ซのݱঢ়とͦのมԽ

　このような経Ңで実施された「ฏ成の大合

ซ」であるが、東北ݍではどのように行われた

のであろうか。それを示すのが表1である。

表�：౦ݍのࢢொଜʢ֤�݄࣌��ʣ

�99� 2��� গݮ
౦ݍ ��2 2�7 ˛49.�%
੨ݝ �7 4� ˛4�.3%
ݝखؠ �9 33 ˛44.�%
ݝٶ 7� 3� ˛��.7%
ळాݝ �9 2� ˛�3.�%
ݝܗࢁ 44 3� ˛2�.�%
ౡݝ 9� �9 ˛34.4%
新ׁݝ ��2 3� ˛73.2%
ہܭྉ：૯ল౷ࢿ

　表1のとおり東北ݍ全ମでも自࣏ମが

分にݮ少している。特に新ׁݝでは自࣏ମの

が1�4ۙくまでݮ少し、全国でも্Ґのݮ少

となっている。

　また、自࣏ମのだけではなく、ࢢொଜの

でも大きな変Խがみられる。図1は東北ݍのࢢ

ொଜの割合を示したものであるが、全ࢢொଜに

めるࢢの割合が高まった໘、ଜのは大き

くそのをݮらしている。その結果、ౡݝを

আく֤ݝではଜのは1ケタとなっている。

　東北ݍにおける自࣏ମの合ซは20011݄

1日の新ׁࢢと࡛ࠇொの合ซに࢝まり、2005

4݄1日と200�1݄1日にはそれͧれ10

の自࣏ମが新たな自࣏ମとしての産声を্げ

た。新ׁࢢや্ӽࢢݪ܀、ࢢなどでは10以্

もの自࣏ମが一つの自࣏ମとしてのาみを࢝め

るにࢸるなど東北ݍの地図が大きくృり替え

られていった。

　このような経Ңを経て新しい自࣏ମの組み

がつくられたが、2000と2015の国調査

のデータをもとに合ซલ後の自࣏ମの࢟につい

てݟていくことにする。

˙ਓޱ別ࢢொଜ

　表2・3にࢢおよͼொଜの人ޱ規模ผ自࣏ମ

を示す。

では5ສ人ʙࢢ　 10ສ人という人ޱ規模の自

ମが・ൺとも高まっている。また、ொଜ࣏

では全ମ的にをݮらしている中で、5ઍ人ʙ

市 83

市 97

町 309

町 122

村 120

村 38

0% 25% 50% 75% 100%

2000年

2018年

ہܭྉ：૯ল౷ࢿ

図�：౦ݍにお͚るࢢொଜのׂ߹
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1ສ人の自࣏ମの割合が低くなっていることが

分かる。

表2：ਓنޱ別ࢢ

ਓنޱ 2��� 2���
3ສਓະຬ � ��
�ສਓະຬ 3� 3�
��ສਓະຬ 2� 34
��ສਓҎ্ �7 2�
ௐࠃ：ྉࢿ ʢࠪද2ʙද�ͱもʣ

表�：ਓنޱ別ொଜ

ਓنޱ 2��� 2���
�ઍਓະຬ �7 4�
�ສਓະຬ �73 ��
3ສਓະຬ ��2 �4
3ສਓҎ্ 7 �

ີޱொଜ別໘ੵおΑびਓࢢ˙

ີޱொଜผの໘積およͼ1Lᶷたりの人ࢢ　

を表4・5に示す。

　໘積では500Lᶷを超えるࢢが2000ൺで5

ഒ超となっていることにՃえ、1000Lᶷを超す

ۉたりのฏࢢしているなど、1ࡏଘࢢも8ࢢ

໘積では2000ൺで2ഒとなっている。

　一ํ人ີޱでは1Lᶷたりの人ີޱが

100人をるࢢが2�と2000とൺֱして5ഒ

ۙくになっている。人ີޱが100人ະຬ、

300人ະຬのொଜが大きくݮ少していること

から、ࢢの人ີޱݮは、૬対的に人ີޱの

低いपลொଜを合ซしたことによるӨڹもある

が、全ମ的な人ݮޱ少のӨڹをडけているもの

と考える。

　このように「ฏ成の大合ซ」において、東北ݍ

では、ࢢを中৺として໘積が大きな自࣏ମが૿

Ճしている一ํ、人ີޱが低下していること

などを౿まえ、ॅ ຽαーϏスの؍点から「ެ的

施ઃの࠷దஔ」を考えることが求められるよ

うになってきた。

表�：໘ੵ別ࢢொଜ

໘ੵ
ʢLᶷʣ

2��� 2���
ࢢ ொଜ ࢢ ொଜ

ฏۉ 2��.3 �33.3 ���.� ���.�
��Lᶷະຬ 3 ��� 2 27
���Lᶷະຬ � ��4 � 3�
3��Lᶷະຬ 47 ��� 2� 73
���Lᶷະຬ �7 3� 2� ��
���LᶷҎ্ � � 43 7

表�：ਓີޱ別ࢢொଜ

ਓີޱ
ʢਓ �Lᶷʣ

2��� 2���
ࢢ ொଜ ࢢ ொଜ

ฏۉ 4��.� ��3.9 2��.7 �2�.�
���ਓະຬ � 222 29 ���
3��ਓະຬ 4� ��2 43 3�
���ਓະຬ �3 37 �3 �4
����ਓະຬ �7 �� 7 3
����ਓҎ্ 7 3 4 2
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ঢ়についてݱઃのࢪڞެ

　次に東北ݍのެڞ施ઃのอ༗ঢ়況について

。ていくݟ

　一ൠ的に、ެ 、施ઃやެ営ॅܥ施ઃは行ڞ

と「（ϋコモノ）ݐڞެ」教ҭ施ઃなどのߍֶ

ಓ࿏、ڮྊ、্ 下ਫಓなどの「社会ج൫施ઃ（イ

ンϑラ）」に大ผされるが、ࠓ回はࢢொଜ合ซや

人ݮޱ少のӨڹにより統ഇ合の対象となりやす

い「ެݐڞ（ϋコモノ）」にスポットをてる。

گઃのอ༗ঢ়ࢪ˙

を施ઃ（図2）でݐڞொଜがอ༗するެࢢ　

ݟ る と、東 北 ݍ で は ެ 営 ॅ （133、ށ4�0

�1.0ˋ）が࠷も多く、次いでू会ॴなどのࢢຽ

文 Խ 施 ઃ（25�28施 ઃ、13.� ˋ）、ެ Ԃ 施 ઃ

（13�3�施ઃ、�.3ˋ）と続く。

　さらに、施ઃຖにݐ規模がҟなることを考

ྀし施ઃผの延চ໘積ൺ（図3）でݟると、小

中ֶߍなどのֶߍ教ҭݐܥ（3�.1ˋ）の割合

が࠷も多く、次いでެ営ॅ（15.5ˋ）、本ிࣷ

などの行ܥ施ઃ（8.3ˋ）と続く。

　これら施ઃのอ༗ঢ়況をݝผにݟると、ٶ

にൺݝのެ営ॅの割合が他ݝおよͼౡݝ

एׯ高いが、これは東日本大ࡂ後に෮ެڵ営

ॅがݐઃされたӨڹであると考えられ、その

他の施ઃにؔしては大まかなは֤ݝとも同

༷である。

施ઃঢ়況調経ൺֱ表（ฏ成18ʙڞެ」 3 28）（૯ল）」をجに筆者࡞成。

133,490

25,728

13,637

4,109
3,069

8,036

බႠఫᏯ ᕷẸᩥタ බᅬタ

Ꮫᰯᩍ⫱タ ♫ᩍ⫱タ 䛭䛾

15.5%8.3%

1.5%

1.4%

36.2%

Ꮫᰯᩍ⫱タ බႠఫᏯ ⾜ᨻ⣔タ

බᅬ ᾘ㜵タ 䛭䛾

37.1%

図2：ެݐڞのอ༗ঢ়گ�ʢࢪઃʣ

図�：ެݐڞのอ༗ঢ়گ�ʢࢪઃ別Ԇচ໘ੵൺʣ
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　さらに、施ઃຖにݐ規模がҟなることを考

ྀし施ઃผの延চ໘積（図3）でݟると、小中ֶ

࠷（3�.1ˋ）の割合がݐܥ教ҭߍなどのֶߍ

も多く、次いでެ営ॅ（15.5ˋ）、本ிࣷなど

の行ܥ施ઃ（8.3ˋ）と続く。

　これら施ઃのอ༗ঢ়況をݝผにݟると、ٶ

にൺݝのެ営ॅの割合が他ݝおよͼౡݝ

एׯ高いが、これは東日本大ࡂ後に෮ެڵ営

ॅがݐઃされたӨڹであると考えられ、その

他の施ઃにؔしては大まかなは֤ݝとも同

༷である。

4 「社会ࢿ本ストックਪ計データ（ֳ）（1��5ʙ 2014）」をجに筆者࡞成。ࢿ産高は७ࢿ本ストックデー
タにجづく。

2,602

431

1,865

380

722

0

500
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2,000

2,500

3,000

1975 1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010

බඹ㈤㈚ఫᏯ 㒔ᕷබᅬ Ꮫᰯᩍ⫱タ ♫ᩍ⫱タ ᗇ⯋

14,516

6,457

37,480

10,136

12,775

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000
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35,000
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1975 1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010

බඹ㈤㈚ఫᏯ 㒔ᕷබᅬ Ꮫᰯᩍ⫱タ ♫ᩍ⫱タ ᗇ⯋

図�：ओなެݐڞのֹࢿ�ʢਪܭ値ʣ

図�：ओなެݐڞのߴ࢈ࢿ�ʢਪܭ値ʣ
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たಈ͖͚దஔに࠷ઃのࢪڞެ˙

　人ݮޱ少、少ࢠ高ྸԽがਐ行する中、ࠓ後

施ઃは૿ՃするలであڞがඞཁなެࡦԽ対ٺ

り、ࡒ負୲が૿す一ํである。

　このことから、ެ 施ઃについては安৺・安ڞ

全な施ઃをલఏとし、ࡒ的な負୲をえなが

ら中長期的なࢹ点にཱちҡ持・ཧしていくこ

とがۓ٤の՝となっている。

　こうした現ঢ়を౿まえ、֤ 自࣏ମは૯লか

らのཁにجづき「ެڞ施ઃ૯合ཧ計ը」

を࡞成し、ެ 施ઃϚωジメントに取組Ήことڞ

になっている。

　۩ମ的には、֤ 自࣏ମが自らอ༗する全ての

施ઃについての現ঢ়Ѳ（施ઃ、延চ໘ڞެ

積）や、ࡒঢ়況およͼ人ޱಈଶなどのকདྷ

本的な考えج௨しを行ったうえで、施ઃຖのݟ

（ํ長ण໋Խ、統合、ߋ新、ഇࢭ）を取りవめ、

計ը実行していくものである。

͞い͝に

　ฏ成の大合ซから10が経過するが、人ޱ

ࣃ高ྸԽといった社会変Խにはࢠ少、少ݮ

をडけڹめがかからないঢ়況にあり、そのӨࢭ

されるとݟ施ઃのありํやαーϏス໘がڞެ

いったྲྀれは、不可ආ的なものと考えられる。

　一ํで、このようなݟしはॅຽのརศ性が

ଛなわれることのみならず、ྫ えば施ઃഇࢭに

よる地域コϛϡニテΟ活ಈڌ点のࣦや、地域

の歴史やॅຽのهԱとともにあるシンϘϦック

なݐ・෩ܠのࣦなど、地域活力が低下する

。೦されるݒすことも΅ٴをڹにѱӨํ

　ैって、ݟしにࡍしては、地域コϛϡニテΟ

ؔ、施ઃのありํやڞ成の֩となるެܗ ࿈する

行αーϏスのありํなどにؔし、ॅ ຽҙを

的確にѲしながらٞをਐめ、分かりやすい

ใൃ信にめるなど、ॅ ຽのཧղをਂめてい

くඞཁがある。

　多くの自࣏ମにڞ௨するであろう、これら՝

のղ決の一ॿとなるよう、現場レϕϧにおけ

る՝の実ଶ、՝ղ決にけたや成ޭࣄ

ྫなどについて、引き続き調査してまいりたい。

ʲߟࢀɾҾ༻จݙʳ
ଠా༟ೋ・ฏਖ਼थ（2013）「地ํަ੫の合ซ算ఆ替

えऴྃがࢢொଜにٴ΅すӨڹ ʵݯࡒ調ػ能はҡ
持されるかʵ」岡ࢁ大ֶ経済ֶ会45ࢽࡶᾈ、QQ.5��
85

ट૬ఛ「中ԝলிվֵਪਐ本෦ސ会ٞ　ୈ1�回
「ཁ（ฏ成12�݄20日）֓ࣄٞ

「ఆについてࡦのߝྉ1：行վֵ大ࢿ
　（IUUQ���XXX.LBOUFJ.Ho.KQ�KQ�LoNoO�EBJ1��TJ1.

IUNl）（2018�݄24日Ξクセス）
૯ল「ࢢொଜ合ซࢿྉू」
　（IUUQ���XXX.ToVNV.Ho.KQ�HBQFJ�HBQFJ.IUNl）
　（2018�݄24日Ξクセス）
૯ল「ެڞ施ઃ૯合ཧ計ըのࡦఆにあたっての

「ఆについて（ฏ成2�4݄22日）ࡦのࢦ
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׆ ಈ  հ

　ฏ成302݄にઋࢢで։࠵した東北活性
研ϑΥーラϜ（ୈ1回）では、「ୈ4次産業ֵ໋」
をओಋするઌ技術։ൃಈをհし、こうし
たイノϕーションのਐలによって地域の経済や
社会がどのように変༰していくのかについて考
え、東北地域のًかしいະདྷ創出のありํを୳
るػ会をఏڙしました。
　本ϑΥーラϜ（ୈ2回）では、地域が๊える՝

と֤大ֶがもつ研究成果を༥合し新たな産業
を創出する取組みをհするとڞに、東北を
にいちૣく *o5、"* のઌ技術を取ೖれ
たϢニークな取組みྫࣄをհすることによっ
て、社会՝をղ決する新Ϗジωス։ൃのಈき
を活性Խすることをૂいとして։࠵し、120
໊のௌߨ者をूめました。

։֓࠵ཁ

　　࣌　ฏ成30�݄13日（）14�00 ʙ 1��30
　ձ　　ϗテϧレΦパレスઋ（地下1֊）

ʲϓϩάラϜʳ
��　։ձɾओ࠵者表ѫࡰ
　　ެӹஂࡒ๏人東北活性Խ研究センター 会長　ւྠ　
ԋߨௐج　�2
　　「東北地域の活性Խにけた取組み」
ࢯ　࢘　ࣉ業Խ研究センター センター長　小ࣄࡍ大ֶ 国ܗࢁ　　
հྫࣄ　��
　①　東北大ֶ　ใ能システϜ研究センター（**4）の産ֶ࿈ܞによる取組みྫࣄ
　　　東北大ֶ大ֶӃֶ研究科　ใ能システϜ研究センター　特任教त　ࣛ　ຬ　ࢯ
　　　東ైシーテックࣜג会社　代表取క　本ా　ޫਖ਼　ࢯ
　　　ঊιϦϡーションζࣜג会社　ΤΩスパートΤンジニΞ　Ӝ本　ࢯ　৳ٱ
　②　スϦーΞイζࣄ業հと、人能のࣄ業活༻のポイント
ࢯ　会社スϦーΞイζ　代表取క　೭　ོ大ࣜג　　　
　③　4oDJFUZ 5.0にけた *o5 けてಇにڠຽ൫のඞཁ性と真のج創ڞ
　　　ઋࢢ 経済ہ 産業ࡦ෦　産業振ڵ՝長　ന岩　༃史　ࢯ
4.　ด会ѫࡰ
　　国ཱ大ֶ๏人東北大ֶ 産ֶ࿈ػܞ構 地域イノϕーションਪਐ෦長　্ౡ　ರ　ࢯ
ʻओ࠵ʼެӹஂࡒ๏人東北活性Խ研究センター、国ཱ大ֶ๏人東北大ֶ、国ཱ大ֶ๏人ܗࢁ大ֶ
ʻ後ԉʼ 東北経済産業ہ、（独）中小企業ج൫උػ構東北本෦、（国研）産業技術૯合研究ॴ東

北センター、ઋࢢ、（一社）東北経済࿈合会、（ג）日本ࡦۜࢿ行東北ࢧళ、（ެࡒ）
みやぎ産業振ػڵ構、（一社）みやぎ業会、（ެࡒ）ઋࢢ産業振ࣄڵ業ஂ、ઋ商会
ٞॴ、ܗࢁ商会ٞॴ

ฏ��ɹ౦ݚੑ׆ϑΥʔラϜ
ʮ౦4PDJFUZ����Λ͑ߟΔʯγϦʔζʢୈ�ճʣ։࠵ใࠂ
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։ձɾओ࠵者表ѫࡰ
౦ੑ׆Խڀݚηンλʔ�ձ　ւྠ　

　本ϑΥーラϜ「東北 4oDJFUZ 5.0」を考えるシ
Ϧーζは、*o5 や "* などのઌ的なデジタϧ
技術の社会実による新しい地域社会のありํ
を୳ることをझࢫでల։しております。
　「4oDJFUZ 5.0」は世の中にまだଘࡏしておら
ず۩ମ的な࢟をࢥいුかることが難しいとࢥ
います。Ήしろ、新しいデジタϧ技術をって
どのような社会を実現したいのか、ࢲたち一人
ひとりがཧ社会を実現する強いҙࢥを持つこ
とが大です。本ϑΥーラϜがઌ技術の社会
実を௨じて、東北がࢦすき地域社会の࢟

へのಓےをඳいていく্で、多くの示ࠦを༩
えていただくことを期待いたします。

�ɽجௐߨԋ：「౦Ҭのੑ׆Խに͚たऔΈ」
氏　࢘　ࣉηンλʔ�ηンλʔ　খڀݚԽۀࣄࡍࠃ�大学ܗࢁ立大学๏ਓࠃ

ถ地域をイノϕーション創出の産業・ܗࢁ　
ू積地域、シϦコンόレーのような産業地域に
変ֵさせたい。そのために、スϐンΦϑカンパ
ニーをܧ続的に創出し、世քに௨༻する21世
紀ܕの産業クラスターとして世ք中の優लな技
術者がूまってくる地域を創り্げたいので
す。そして、࠷ऴඪは東北から༗なϕン
νϟー企業を多生み出し、魅力的な新しいޏ
༻を創出することです。
　そのために大ֶがやるき人ࡐҭ成とは、自
らイノϕーションをىこす人ࡐ、地ํ創生の୲
い手となるϩーカϧ人ࡐとάϩーόϧ人ࡐ、自
ら行ಈをىこし地域にӨڹを༩え地域をࢧえて
いく人ࡐをҭてることです。
大ֶは「&%(&�/&95ܗࢁ　 人ࡐҭ成プϩά
ラϜ」でى業Ոਫ਼ਆを༗する人ࡐ、ઑった人ؒ
を࡞ることに力しています。
取組みをਐめているのが、東北地۠の大、ࠓ　

ֶや企業、行が地域の֞ࠜをӽえて࿈ܞし、
。ಇによる地域産業の活性Խを図ることですڠ
そのトϦΨーとしてϏジωスプランコンテスト

「みちのくイノϕーション・Ωϟンプ」の։࠵を
४උ中です。この取組みを௨じ、ى業ػ会の創
生、֤ 大ֶの༗な研究シーζのൃ۷や社会実
のଅਐを図ってまいります。ੋඇ、この取組
みに、多くの東北企業に参Ճしていただきたい
とࢥいます。

ձ　ւྠ　

খࣉ　࢘　氏
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2ɽྫࣄհ
ᾇ　ྫࣄ�：「౦大学�情報γεςϜڀݚηンλʔʢ**4ʣの࢈学࿈ܞにΑるऔΈྫࣄ」

ᶃ　**4 ྫࣄܞ࿈学࢈ηンλʔのڀݚ
　　౦大学大学Ӄ学ڀݚՊ�情報γεςϜڀݚηンλʔ�特教授　ࣛ　ຬ　氏

　東北大ֶのใ能システϜ研究センター
（**4）は、ి ઌ技術を࠷の研究室のܥใؾ
活༻し、産ֶ࿈ܞをਪਐして地域社会にߩ献
することをࢦしています。

（˞地域企業༷との産ֶ࿈ྫࣄܞについて
հされた。）
・ 外ݕ؍査༻産業ϩϘットを高Խするը૾ॲ

ཧ組ࠐみιϑトΤΞの։ൃとࣄ業Խ
・ ಈ的に変Խするମܗঢ়に合わせたө૾ࣹ

を実現するためのスクϦーン໘Ϛーカー構造

成ならͼにධ価技術ܗ
・ *5 ϖΞϦンά෮ࣄڵ業「カツΦの自ಈ選ผ

「ػ
৯肉の、ڕ ・ 9 ઢݕࠎ査における自ಈݕ出

ஔの։ൃ
・ϕϏーϗタテの自ಈϩ取りϩϘットの։ൃ
・ *5 ϖΞϦンά෮ࣄڵ業「ౡݝҏୡ地域 l*5

౧ z 実現にけた活ಈ」
・ 分ޫイメージ技術の産品質ཧへのద༻

౼ݕ

ᶄ　࿈༷ۀاܞのۀࣄհ
̰ɽλラのࣁ༤別ஔʢ4NBSU�&DIPʣ
　　౦ైγʔςΫࣜגձࣾ�表औక　ຊా　ޫਖ਼　氏

　タラのࣁ༤ผஔは、୭にでも؆単にӴ生
をอったままΦスとメスを自ಈでผするஔ
です。Φスとメスのผは、ڕのෲ෦の超Ի
Τコーը૾をը૾ॲཧ技術ٴͼػցֶश技術に

よりผします。現ࡏ、タラ以外のڕおよͼ
自ಈ選ผஔなどਫ産業のະདྷを創生するとい
ういで։ൃに取り組んでいます。

̱ɽϫΠϠϨεԹܭଌγεςϜの品Խʢ58*/%4ʵ 5ʣ
　　ঊιϦϡʔγϣンζࣜגձࣾ�ΤΩεύʔτΤンδχΞ　Ӝຊ　ٱ৳　氏

　μイΩϟストϚシンやࣹ出成ػなどのۚܕ
෦ԹをϦΞϧタイϜに計ଌし、ϫイϠレス

（8J'J）にてԹ変Խデータを取ಘし、ઐ༻ι
ϑトで分かりやすくάラϑ表示をします。अຐ

にならないثػઃஔ、ਫਖ、ै དྷൺ分と
いう安価なԹ計ଌ *o5 センαーシステϜと
してఏڙ可能な品です。

ᾈ　2ྫࣄ：「εϦʔΞΠζۀࣄհと、ਓの׆ۀࣄ༻のϙΠンτ」
ձࣾεϦʔΞΠζ�表औక　೭　ོ大�氏ࣜג

ถݝܗࢁ会社スϦーΞイζは、本社がࣜג　 にあるスタートΞップϕンνϟーです。「໘ࢢ
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നく（*OUFSFTUJOH）」「ֵ新的（*OOoWBUJWF）」「世
քに௨じる（*OUFSOBUJoOBl）」価を、"* 技術
を༻いて実現し、企業や社会にߩ献することを
ࢦしています。
　会社の֩となる技術は、$ooLJF を༻せず
に࠷దな広告をϚッνンάする技術と、自ಈ認
識、自ಈ抽出を可能にする "* 技術です。
　"* ࣜ Ξ ド ω ッ ト ϫ ー ク「$"/%:」は、
$ooLJF をわずにコンテンツのղ析を "* 技

術にて行う 8FC 広告自ಈ信αーϏスで、෯
広い広告対象に対しޮ的に広告をఏڙできま
す。
　また、"* 技術の積みॏͶを生かして、"* 活
༻Ϗジωスの技術戦略コンαϧタントや、"*
活༻システϜのઃ計։ൃࢧԉなども手がけてい
ます。このようなαーϏスにて、東北での "*
献を実現してまいりߩを高めて地域へのٴී
たいと考えています。

ᾉ　4」：�ྫࣄPDJFUZ���に͚た *P5 「て͚ಇにڠຽ൫のඞཁੑとਅのجڞ
ઋࢢ�経ۀ࢈�ہࡁࡦ部ۀ࢈�ৼڵ՝　ന岩　༃氏　氏

　4oDJFUZ 5.0の社会とは *o5、"*、ϩϘット
のֵ新的技術が、いつのまにか自分たちの
らしや社会の組みにたりલのようにଘࡏす
ることだと考えています。ઋࢢでは経済成長
戦略2023の֓ཁをެ表しました。その中で、
4oDJFUZ 5.0を 実 現 す る「9�5&$) イ ノ ϕ ー
ションࢢ・ઋ」とし、༷ ʑな分に࠷ઌテ
クノϩジーをಋೖしていくํです。また、
4oDJFUZ 5.0の実現には新しい産業の୲い手、
地域社会の୲い手がඞཁであり、新たなϏジω

スの創出、ى業Ոのࢧԉにも力をೖれてまいり
ます。
　そして、4後からՔಇする東北์ࣹޫ施ઃ
を࠷大ݶに生かしていきたい。*5 企業、ະདྷ
をり։く人ࡐがूまり、イノϕーションを生
み出すにはઈ対不可欠な世ք࠷ઌのஔがଗ
います。4oDJFUZ 5.0の実現にけた༷ʑなト
ライ、実ફ、そして社会実にઋ、東北がい
ちૣく取り組Ήきだと信じています。

�ɽดձѫࡰ
౦大学࢈�学࿈ߏػܞ�ҬΠノϕʔγϣンਪਐ部　্ౡ　ರ　氏

回のϑΥーラϜでは、"*、*o5ࠓ　 などのઌ
技術が、ۙな産業にどのようなイノϕー
ションىこしているのか、イノϕーションの୲
い手である人ࡐのҭ成について大ֶの໋が何
であるのかを࠶認識させてきました。

後、東北地ํ全ൠの大ֶと地域へのࠓ　 "*、
*o5 実、社会へのߩ献を強くਐめるく、産
がܞまでのを超えて、より広い࿈ࠓがֶۚ
ॏཁであると考えています。
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ݚ ڀ ノ ʔ τ

はじΊに

　本ཝでは「東北ݍ社会経済ന書（以下「ന書」
という）」ୈᶙ෦においてࡌܝしている時ྻܥ
データから一つを選ͼ、30にる東北の変
Խなどについて֓؍している。
ڌ回は、その中から地域ॅຽの෯広い活ಈࠓ　
点であるެຽؗを取り্げる。

ެຽؗのׂ

　ެຽؗは、戦後の新しい社会教ҭ行におい
て、わが国独自の構により、文෦ল（時）が
ఏএしてそのઃஔをྭした૯合的な社会教ҭ
施ઃである。
　現ࡏにおいても社会教ҭ๏にఆめるその的1

にଇし、生֔教ҭ（ߨश会、ߨԋ会）や݈૿߁
ਐ（ମҭ、レクϦΤーション）にる行ࣄを։
するための場として活༻されるとともに、地࠵
域ॅຽと行やֶߍなどのؔؔػ、ஂ ମとの
࿈ܞのڌ点となっている。また、ۙࢸにおけ
るඇৗൃࡂ生時には、ڌࡂ点やආ難ॴとし
てのػ能も果たしている。

　このようにެຽؗはॅຽ生活のۙにଘࡏ
し、地域活ಈの振ڵにඞཁな、世代ؒަྲྀやॅ
ຽ活ಈの一ମ感ৢ成、ωットϫークܗ成を図る
場としての割を持ち、地域ॅຽの安全安৺な
らしをकるなど、コϛϡニテΟづくりのڌ点
としてॏཁな割を果たしていると言える。

౦ݍにお͚るެຽؗਪҠ

　それではന書ࡌهのެຽؗについてݟてい
くことにする。東北ݍのެຽؗは1�8�
の3514ؗから201�の254�ؗと、30
ؒで2�.5ˋݮ少しており、特に2008以߱
のݮ少が特徴的である。

౷ܭσʔλ͔ΒݟΔ౦ᶇʵެຽؗのਪҠ

1 （的）๏ୈೋे条「ࢢொଜその他一ఆ۠域のॅຽのために、実ࡍ生活にଈする教ҭ、ֶ 術ٴͼ文Խにؔする֤छの
݈、্業を行い、もってॅຽの教ཆのࣄ ༩دの૿ਐにࢱ社会、ڵの૿ਐ、ૢの७Խを図り、生活文Խの振߁
することを的とする。」

2 図表はすて、文෦科ֶল「社会教ҭ調査」における「ެຽؗ調査」をجに筆者࡞成。

ௐࠪڀݚ部　ओڀݚһ　ฏ岡　ਗ਼य़

3,514

2,546

20.1%
18.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

0

1,000

2,000

3,000

4,000

1987 1990 1993 1996 1999 2002 2005 2008 2011 2015

ᮾᅪ ᵓᡂẚ

図�：౦ݍにお͚るެຽؗのਪҠ2
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　この2008以߱のؗのݮ少は、ฏ成の大
合ซのਐలにい、小中ֶߍの統ഇ合がਐみ、
ֶ۠がݟされたことによるӨڹが大きいと考
えられる。
　全国における構成ൺがほ΅ԣばいにਪҠして
いるから、このݮ少は全国的なであると言
える。
　次に、同期ؒにおけるؒར༻者3をݟる
と、30ؒで4�.�ˋݮ少しており、ެ ຽؗ1ؗ
たりのར༻者でも2�.4ˋݮ少しているな
ど、人ݮޱ少のӨڹがݟडけられる。
　一ํで、ݝผに人ेޱສ人たりのར༻者
のਪҠをݟると、ٶݝをআく全てのݝでར༻
者はݮ少しているが、いずれのݝも全国ฏۉ
よりར༻者が多く、2015の東北ݍฏۉは全
国ฏۉの5割૿となっている。

　さらに、ू 会やֶ࠲ߨ・ڃ実施回のਪҠを
、であるが少ݮ全ମではややݍると東北ݟ
。で૿Ճしているٶ、ると੨、岩手ݟผでݝ

表2：ू ձおΑび学ڃɾ࠲ߨの։࠵のਪҠʢ県別ʣʢ件ʣ
�9�7 2��� ݮ૿

શࠃ 3929�7 �2��9� 34.�%
౦ݍ ���49 ���32 ˛�.�%
੨ �939 7922 33.4%
खؠ 7�2� 9��� 2�.�%
ٶ ���4 99�� ��.�%
ळా 93�� �3�9 ˛32.�%
ܗࢁ �24�� 7��3 ˛42.�%
ౡ �2�3� �2��3 ˛3.�%
新ׁ �2�94 734� ˛39.7%

͞い͝に

　本ߘでは、東北ݍにおけるެຽؗのਪҠに
ついてݟてきた。人ݮޱ少にいؗやར༻者
がݮ少している一ํで、自࣏ମによってはै
લより活ಈ回が૿Ճしている現ঢ়がݟて取れ
た。
　人ݮޱ少や少ࢠ高ྸԽにىҼする地域՝
が、ෳࡶԽ・ෳ合ԽしていることにՃえ、地域
ຖにおける特༗のࣄを౿まえた対ॲがඞཁに
なるなど、行による対Ԡだけではे分に対ॲ
出དྷない可能性があることを౿まえると、ै དྷ
にも૿して地域ॅຽがओମ性を持って՝ղ決
に取組んでいくඞཁ性がある。
　ެຽؗでの社会教ҭ活ಈが、地域のϦーμー
のҭ成や、地域ॅຽの՝ղ決能力্にد༩
し、より良い地域づくりが行われていくことを
期待したい。

3 ॾू会の参Ճ者とֶ࠲ߨ・ڃのֶڃ生・डߨ者の合算。
4 1�8�の分（人ޱ）は、1�85データ（国調査）を༻。
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図2：ެຽؗར༻者のਪҠ

表�：ਓेޱສਓたりのར༻者�ʢ県別ʣʢਓʣ
�9�7 2��� ݮ૿

શࠃ 3�33 22�4 ˛27.3%
౦ݍ ���� 32�7 ˛42.3%
੨ 29�� 23�9 ˛��.7%
खؠ 4929 2��7 ˛4�.4%
ٶ 37�7 3��� �.�%
ळా 7��� 327� ˛�4.�%
ܗࢁ 9��� 3�4� ˛��.�%
ౡ �472 393� ˛39.2%
新ׁ �32� 2744 ˛��.�%
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ݚ ڀ ノ ʔ τ

はじΊに

　センターではࠓ、Ҡॅଅਐࡦをテー
Ϛに調査研究を行っている。۩ମ的には、「地
域おこしڠ力ୂ੍」についてҠॅ・ఆॅとい
う؍点から現ঢ়や՝をཧし、東北ݍにおけ
るҠॅଅਐࡦとしての可能性などをݕ౼するも
のである。
　調査の中で、ࠓॳめて地域おこしڠ力ୂ
੍をಋೖするౡݝ大ۄଜٴͼそのڠ力ୂһ
にインタϏϡーを行うػ会をಘた。本ߘでは

「地域おこしڠ力ୂ੍」の現ঢ়について言ٴす
るとともに、大ۄଜの同੍についてհする。

�　Ҭお͜し੍ୂྗڠ

���　੍の֓ཁ
　地域おこしڠ力ୂ੍とは、人ݮޱ少や高ྸ
Խといった՝を๊える自࣏ମがॅࢢຽをୂ
һとしてडけೖれ、一ఆ期ؒ地域にॅډさせ、
地域ブランドや地場産品の։ൃ・ൢ売・13 と
いった地域おこしのࢧԉや地域ॅຽの生活ࢧԉ
などの地域ڠ力活ಈにैࣄしてもらい、その地
域へのఆॅ・ఆணを図る取組みである。ୂһは
自࣏ମからのҕをडけ、ࢢ地域からॅຽථ

をҟಈするとともに生活のڌ点をҠし活ಈする
こととなる。その任期は1以্3以下とし、
任期ऴྃ後はܧ続して֘地域にఆண・ఆॅす
ることができる。
　同੍について、૯লがࡒࢧԉや੍の
ԁなӡ༻をଅす֤छࢧԉを実施しており、ڠ
力ୂһのڅ༩ٴͼ活ಈ費はडけೖれ自࣏ମに対
して、ୂһ1人たりؒ400ສ（ใঈ費
200ສԁ1、その他の経費200ສԁ）を্ݶとし、
特ผަ੫としてڅされている。
　創ઃから�が経過する同੍は、ୂ һの
༷ʑな活ಈがメデΟΞで取り্げられるなど、
認の高まりとともにؔ৺が高まっている。
外෦人ࡐのࢹ点を活かして地域の活性Խを後ԡ
しするという、これまでのิॿۚというܗでは
ない、地域αポート人2ࡐによる新しいࢧԉࡦ
である。さらに任期ऴྃ後のए者が地域でى
業したり、地域産業にैࣄしたりして地域にॅ
み続けるということは、「地ํ創生」のபの一つ
であるࢢ෦から地ํへの新しいひとのྲྀれを
つくるという東ژ一極ू中ੋਖ਼にܨがる。
��2　Ҭお͜しୂྗڠの֓گ
　ॳの200�は32自࣏ମ（2ࢢ30、ݝொ
ଜ）、ୂ һ8�໊のಋೖにとどまったが、ಋೖす
る自࣏ମはʑ૿Ճし、201�は自࣏ମ

Ҭ͓͜͠ୂྗڠͱ͍͏৽͍͠ྗ
�ʕౡݝେۄଜʹ͓͚Δ੍׆༻の͡·りʕ

1 1人たり200ສԁがඪ४だが、スΩϧや経ݧ、地ཧ的条件を考ྀした্で、࠷大250ສԁまでのڅࢧが可能。
その場合、その他の経費分を活༻することで対Ԡ（1人たりの্ݶは400ສԁ）。

2 その他の施ࡦとして、「ूམࢧԉһ」「෮ࢧڵԉһ」「外෦ઐՈ」「地域おこし企業人」がある。

ௐࠪڀݚ部　ओڀݚһ　ҏ౻　ࢠ
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���（12ಓࢢ�85、ݝொଜ）、ୂ һ4830໊と
なっている。また、任期ऴྃ後のఆணについて
も、ୂ һの�割は引き続き同じ地域にఆॅし、
その2割はى業するなど、これまでにない新
しい力で、地域に活力を生み出している。
　૯লは2024にはୂһを8000人まで
֦ॆするඪをཱてている。さらに、現ࡏは
20 ʙ 代が�割をめているୂһをシニΞࡀ30
やॅࡏ外国人まで広げたいとしている。
　東北ݍにおいては15�（2ࢢ�15、ݝொଜ）の
自࣏ମで�3�໊のୂһが活༂している。੍
創ઃॳからಋೖする新ׁेݝ日ொࢢではຖ
20໊લ後が活ಈしており、同ݝѨլொやࡾ
条ࢢのୂһも多い。ఆॅについても新ׁݝは任
期ऴྃ者�5໊のうち��.3� が同じ地域にॅみ
続けている。その他自࣏ମのఆॅは、੨ݝ、
岩手ݝ、ౡݝが�0� 超となっているが、ٶ
�4�.8ݝܗࢁ、�3�.8ݝ秋ా、�31.8ݝ とό
ラつきがある。

2　ౡ県大ۄଜの੍ಋೖ

2��　大ۄଜの֓ཁ
　ౡݝ大ۄଜは、ౡݝのほ΅中ԝにҐஔし、
ਫҴ、ࡊ、果थのഓがんな地域である。

人ޱは888�人、高ྸԽは2�.0� となって
いる（2018�݄1日現ࡏ）。大ۄଜではఆॅ
人૿ޱՃ対ࡦを࠷ॏཁ՝としてଊえ、एい世
代の人૿ޱՃを図るためにࢠҭてࢧԉのॆ実な
ど֤छ施ࡦをਐめている。また、積極的な企業
༠கにも取り組み、ଜに2つの業ஂ地を༗
することで安ఆしたब࿑の場を確อするととも
に、地場産業のҭ成にも力する。そうした施
の成果もあり、సೖ者がస出者を্回るసೖࡦ
超過のঢ়況にあり、人ޱは૿ՃでਪҠして
いる。
2�2　੍ಋೖの経Ңとత
　大ۄଜではࠓ、ԡࢁར一ଜ長のಋೖҙ
をडけて、教ҭҕһ会教ҭ෦生ֶ֔श՝と産業
す༺࠾ઃ෦産業՝でそれͧれ1໊ずつୂһをݐ
ることとなった。
　生ֶ֔श՝については、ࡢ、ଜの༷ʑ
な文Խࡒのอޢを的に、それらの文Խࡒを

「おおたまҨ産」として、その価を૯合的に
Ѳし、पลڥもؚめて૯合的にอଘ・活༻す
る歴史文Խج本構をࡦఆした。そしてج本構
の一ࣄ業である「おおたまҨ産の価ڞ༗
Խ」のため、地域ॅຽにଜの文Խࡒやڥを
ってもらう地元 「ֶおおたまֶ」のฤू・ਪਐ
を地域おこしڠ力ୂの業とした。
　産業՝については、行վֵの一で同՝が
୲うこととなった�次産業Խやغ์࡞ߞ地対
ަۚのެӹԽなどの業ࢧ能ػ多໘的、ࡦ
振ڵのうち�次産業Խの取組みとใൃ信を地
域おこしڠ力ୂһに行ってもらう予ఆである。
　੍ઃ計はそれͧれの՝でݕ౼を行い、生֔
ֶश՝では、ݝで文Խ振ڵ分のืूを行っ
ている自࣏ମのཁߝを参考にし、ื ूཁ߲を࡞
成した。۩ମ的な地域ڠ力活ಈの༰や任期ऴ
ྃ後のఆண・ఆॅは、ୂ һとे分なコϛϡニ 
ケーションを図りながら考えていく。
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のプϩセスについては、生ֶ֔श༺࠾・ूื　
՝ٴͼ産業՝でࡲり合わせし、自࣏ମの )1 と
Ҡॅ・ަྲྀਪਐػ構のαイトでืूを行った。
৹査は書ྨと໘で選考、໘は෭ଜ長、教ҭ
長、産業ݐઃ෦長などで実施した。そして、3
໊のஉ性からԠืがあり、その中から20代の2
໊がそれͧれの՝のඇৗۈ৬һとして࠾༻され
た。なお、2人はଜでཟのഓやཟછめを௨
じて地域活性Խに取り組Ήஂମ「

かん
ཟ
らん

社
しΌ

」にؔ
わっており、大ۄଜから地域おこしڠ力ୂのื
ूใをり、Ԡืにࢸったという。
　以下、生ֶ֔श՝で�݄から活ಈしているࠤ
౻研ࢯޗについてհする。

氏ޗݚ౻ࠤʕண�ϲ݄のگಈঢ়׆　�

���　大ۄଜを๚れた͖ͬか͚
大ֶژ出、東ࢢはԣ（ࡀ�2）ࢯޗ研౻ࠤ　
後期࢜築ֶ科をଔ業し、同大大ֶӃതݐ෦ֶ
՝ఔにࡏ੶しながら、一ݐڃ築࢜としてϑϦー
ランスとしてಇくほか、インドのݐ築単科大の
ॿ教तもめてきた。
　これまで大ۄଜとのؔわりはなく、ౡݝに
は会ए松を1๚れたことがあるだけで、ా
ࣷにらした経ݧもなかった。そんなࢯ౻ࠤが
大ۄଜをるきっかけとなったのは、2014
の活ಈに同行したことࢯに人であるྛ߶ฏࠒ
であった。ྛࢯは2011以߱൧ؘଜをϑΟー
ϧドに์ࣹ能Ԛછの調査を実施する中で、大ۄ
ଜも調査するようになり、それに同行するܗで
ଜの小ूམを๚れるようにۄも大ࢯ౻ࠤ
なった。
とともに๚するたͼに地域ॅຽらと大ࢯྛ　
ଜの地域՝についてし合い、地域で何かۄ
出དྷないかと考え࢝める。そして、غ์࡞ߞ地
の՝ղ決ࡦとして、ཟのഓにணし、ཟ

ഓとཟછめによる地域活性Խと創࡞活ಈを行う
組৫「ཟ社」を201�にઃཱする。टݍか
らདྷる༷ʑなઐՈやूམのॅຽ、ۙ ொଜࢢྡ
のॅຽがメンόーとなり活ಈを։࢝した。
��2　Ҭお͜しୂྗڠとしての׆ಈ༰
　۩ମ的な活ಈは、「おおたまֶ」のฤूやڷ
ֶशࢿྉの࡞成など、歴史文Խ振ࣄڵ業に広く
にؔわる。ब任ॳに୲৬һから地域ॅຽを
հしてもらい、その後は自༝に地域を回り、
ଂがあるなど外؍にڵ味を持ったおや声ֻけ
してくれたおを๚して取ࡐし、そのهを
。している
　その他、戦したい活ಈは多く、現ࡏの۩ମ
的なΞイデΞとして、ࡇりの実ફ、文Խݯࢿの
調査、おおたまֶのデジタϧコンテンツ࡞成、
地域ݯࢿを༻いたՈ۩の੍࡞などに取り組
みたいとしている。なお、これまでのϑϦーラ
ンスのࣄも෭業としてܧ続していく。
りの࣮ફ「ちい͞なཟまつり2���」ࡇ　���
　ΞイデΞの1つであるࡇりの実ફについて
はࠤ、 ڞཟ社がが企ըし、教ҭҕһ会とࢯ౻
࠵ で、�݄  に ऩ ֭ 」ࡇ ち い さ な ཟ ま つ り
2018」 を։࠵した。
　地域のࡇりの多くがଘ続のػةにཱたされて
いるが、大ۄଜもྫ外ではなく、ࡇりが؆略Խ
されたり、消໓したりしている。ࢯ౻ࠤはࡇり
にはूམやॅຽのࢥいೖれ、Ѫணがあり、ࡇり
のଘࡏがそれらをਂめることにつながると考
え、地域に新たなࡇりを生み出した。日は
100໊の地域ॅຽがूまり、大にわった。
後、小ूམだけでなく、他地域ࠓはࢯ౻ࠤ
のࡇりにも積極的にؔわっていきたいとしている。
���　͜れからのల
ཟ社の活ಈを௨じ、大はこれまでのࢯ౻ࠤ　
෩ؾをडけೖれる෩௨しの良いࡐଜは外෦人ۄ
があり、自分のスΩϧ・経ݧを活かせると感じ
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ている。引き続き、文Խݯࢿの調査、おおたま
ֶのデジタϧコンテンツ࡞成などを行うほか、
地域活性Խのために༷ʑな活ಈを企ըし、ల։
していきたいと考えている。しかし、その一ํ
でݐ築Ոとしてのઐ的なスΩϧを「おおたま
ֶ」のฤू・ਪਐ、歴史文Խ振ڵ業にどのよう
に活かしていけばよいかというみも๊えてい
る。
後、ண任予ఆの産業՝のୂһとの2໊ମ੍ࠓ　
で、෦ॺؒの࿈ܞによる活ಈの広がりに期待す
る。また、ۙ 力ୂなどڠொଜの地域おこしࢢྡ
とも࿈ܞし、自࣏ମのにとらわれない、より
広域的な地域活性Խに取り組んでいきたいと
す。

おわりに

　地域おこしڠ力ୂ੍は特ผަ੫ાஔとい
う性質から、そのઃ計やӡ༻について֤自࣏ମ
の自༝ྔࡋが大きく、ୂ һと地域、行が࡞

り্げていく੍だといえる。ಋೖのझࢫや
的、任༻・ۈܗଶ、活ಈ༰、活ಈ費のӡ༻、
डけೖれたい人૾ࡐ、डೖ人、活ಈମ੍など
を֤自࣏ମはしっかりとݕ౼するඞཁがある。
同੍が外෦人ࡐによる地域へのαポートとい
うࢹ点を持つとともに、ୂ һݸʑ人のスΩϧや
任期後をݟਾえたॊೈなӡ༻をしていかなけれ
ばならない。
　੍創ઃॳ期からಋೖしている自࣏ମではୂ
һと地域、行がࣦഊしながらもڠ力して、3
者が XJO�XJO になる独自の੍を࡞り্げて
いる。大ۄଜについては、ಋೖॳというこ
とで手୳りでӡ༻しなければならずށいは大
きい。੍だけでなく、ୂ һのスΩϧや活ಈを
いかにόックΞップできるかもࢼ行ޡࡨしてい
る࠷中である。ࢯ౻ࠤについても、これまでϑ
Ϧーランスとして活༂してきた活ಈと大ۄଜで
の活ಈのスϐードの違いがಈきづらさを生んで
いるとࢥわれる。また、行の組みや予算も
ཧղしづらいようである。
　ୈ一号のୂһであるࢯ౻ࠤのྫࣄが大ۄଜ地
域おこしڠ力ୂ੍のモデϧになることはؒ違
いない。自࣏ମとୂһがີにコϛϡニケーショ
ンを図りながら、ୂ һのスΩϧと地域・行の
ニーζをࡲり合せていくことが大である。大
けた取組みをॏが地域活性Խにࢯ౻ࠤଜとۄ
Ͷながら੍を構築していくことに期待し、ࠓ
後も引き続き調査していくこととする。

ʦऔࡐɾΠンλϏϡʔʧ
大ۄଜ地域おこしڠ力ୂ ࠤ౻研2018）ࢯޗ�݄5日、

�݄1�日）、大ۄଜ教ҭҕһ会 教ҭ෦ 生ֶ֔श՝文
Խ振ڵ長 ాށ৳ࢯ（2018�݄1�日）、大ۄଜ
場産業ݐઃ෦産業՝՝長 ลխ彦2018）ࢯ5
݄2�日）

図2　�大ۄଜҬお͜
しୂྗڠ�
氏ޗݚ౻ࠤ

出所：DPNVSBNBJ

図�　ཟまつり
出所：DPNVSBNBJ
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औ ࡐ ノ ʔ τ

はじΊに

　東日本大ࡂから8をܴえたが、ౡݝ
ではࠓなお続く෩ධඃにۤしめられており、
১にや業ஂମ、生産者による෩ධඃݝ
けた地ಓな取組みが続けられている。そうした
中で、大ֶや +"、Ոなどが࿈ܞし、出ՙ੍ݶ
が続いていたあんΆ֟の代わりに、あんΆ֟の
๏を活༻した「あんΆ౧

もも
」の商品Խにみ、౧

の新たな可能性を求した。
　本ߘでは「あんΆ౧」商品Խへのಓのりと、

「あんΆ౧」から࢝まった地域とए者の新たなつ
ながりについてհしたい。

�　෩ධඃのݱঢ়

���　ग़ՙの「あΜΆ֟」
　ౡݝの特産品であるׯし 「֟あんΆ֟1」に
ついては、ࡂલは「֟ాࢢ」で༗໊な長ݝに
続く出ՙྔをތっていた。ౡୈ一ނࣄൃݪに
より、あんΆ֟のݪྉとなる生֟については์
ࣹ性セシϜのج४超過はݟられなかったも
のの、֟ をׯすことで์ࣹ性セシϜがೱॖさ

れ、あんΆ֟ではج४を超えることが明らか
となった。2011と2012の2にり出
ՙ自ॗを༨ّなくされ、その出ՙྔはࡂલの
1423U から20U にまでݮ少した。そのため +"
ҏୡみらい（201�に「+" ;くしまະདྷ」にվ
組）はআછのために2�ສ本の֟のथൽをચい
མとし、+" とՈ、自࣏ମなどが࿈ܞして
2013から出ՙを࠶։。出ՙྔは回෮に
あるが、価格はະだࡂલのਫ४にってない。

��2　Ձ֨ճ෮がࠔな「౧」
　あんΆ֟と同じく全国ୈೋҐの౧の出ՙྔに
ౡୈ一ނࣄൃݪのӨڹは大きくݟられなかっ

Ίͯٻの͋ΜΆ౧Λݬ
� ʙౡʹ͓͚Δֶ࢈࿈ܞϓϩδΣΫτʙ

�૩า合50ס）し֟は、大ผすると「あんΆ֟」ׯ 1 ఔ）と「ころ֟」（ס૩า合25� ఔ）に۠分される。あんΆ
֟はށߐ時代にेޒଜ（現ࡏ、ҏୡ܊ྊொेޒ地۠）で造されたのが࢝まりとされている。時はེԫᗉ
ৠではなく、ఱ日ׯしで造されていた。໊শの༝དྷは「ఱ

あま
ׯ
΅

し
し

֟
がき

」がసじて「あんΆ֟」になったと考えられてい
る。

ௐࠪڀݚ部　ओڀݚһ　ҏ౻　ࢠ
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出ॴ：東ژԷ売ࢢ場「ࢢ場統計」

図�　ׯし֟の全ࠃฏۉとのՁ֨ࠩਪҠ
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たが、価格は全国ฏۉにۙい43�ԁから一ؾに
の223ԁまで下མした。ݝでも༗の
産地であるҏୡ地域では、౧は時の์ࣹ性セ
シϜのఆج४以下であることが確認され
たが、ࢢ場価格がޠるように౧Ոは予を
্回る෩ධඃのӨڹにۤしめられた。そこで
201112݄に1の果थՈなどが૯出ށ500
でथൽのચড়を行った。出ՙݕ査ではݝのݕ査
にՃえ、+" は出ՙલの全品自ओݕ査の組
みづくりを行い、で生産する全ての品を
外෦ؔػにҕୗして自ओݕ査を行った。その結
果、2012には1LH たり340ԁまで価格が
回෮した。しかし、ґ然として全国との価格ࠩ
はったままとなっている。

2　౦ຊ෮ࢧڵԉϓϩδΣΫτ

� 「あΜΆ౧」

2��　ϓϩδΣΫτのり立ち
　౧は෩ධඃだけでなく、ۙ 全国的にൃ生
が֦大している「モモせんەࡉප」が大きな
となっており、特にౡではඃがਙ大で
ഓのকདྷを༕える声が高者のؒでは౧ؔ

まっていた。せんەࡉපがൃ生した౧は葉や
果実、ࢬに৭のൗ点がൃ生する。果実そのも
のの৯味はྼԽせず、৯ても݈߁にを生じ
ることはないが、ݟたや৭づきがѱくなるた
め、౧の商品価が低下してしまい、出ՙする
ことができない。せんەࡉපはൃ生の多さや
আの難しさがあり、国やެઃݧࢼॴをはじめ
༷ʑなؔػがআ対ࡦをߨじてきた。
　そうした中、෮ࢧڵԉとしてあんΆ֟出ՙ࠶
։ࣄ業にڠ力していた࢜௨᷂が2014にҏ
ୡ地域でせんەࡉපআの実ূ実ݧを行っ
た。そしてഓした౧の活༻について૬ஊした
ઌの一つが東ژ業大ֶのྛོٱ教त（時）
であり、それが「あんΆ౧」プϩジΣクトにܨが
ることとなった。
　東ژ大では2011より「東日本ࢧԉプϩ
ジΣクト」を実施しており、ྛ 教तは +" ҏୡみ
らいの์ࣹઢ対ࡦにڠ力し、果थの์ࣹ能Ԛછ
の研究を行っていた。์ࣹ能Ԛછのඃをडけ
たあんΆ֟のࣄଶを༕ྀしていたྛ教तは、ҏ
ୡൃࢢのあんΆ֟のེԫᗉৠ技術2を༻いて、
してみることをൃҊ࡞ࢼし౧「あんΆ౧」をׯ
した。あんΆ౧が成ޭすれば、せんەࡉපが
ൃ生した౧でもՃ価を高めて、ւ外もؚめ
たࢢ場にྲྀ௨させることができる。さらにあん
Ά֟にฒぶ新たな特産品を生み出す可能性も生
まれる。こうして産ֶ࿈ܞによる「あんΆ౧」
プϩジΣクトが࢝ಈした。そして、その୲者
としてനӋのがཱったのはྛ研究室にࡏ੶し
ていた3生（時）の小松՚ࢯࢠだった。

2�2　あΜΆ֟とあΜΆ౧
　あんΆ֟はौ֟のൽをണいた後、ེ ԫを೩や

2 大ਖ਼時代にࠤ౻ଂがカϦϑΥϧニΞでེԫ܆ৠされた৭やかなׯしブド（ΰーϧデンレーζン）が生産され
ることをݟ聞きした。それがेޒଜにも伝わり、生産ํ๏が確ཱしたとされている。
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してൃ生させたѥེࢎΨスでᗉし、ס૩させる。
ེԫᗉৠはࢎԽによる変৭をぎ、またඍ生
のൃ生をえるほか、ەࡴやס૩ଅਐのޮ果も
ある。そうして生み出されるあんΆ֟は৭や
かなΦレンジ৭の果ൽとトϩϦとした果肉、ೱ
ްなみに特徴がある。
　「あんΆ౧」とはあんΆ֟と同じ๏でՃし
たׯし౧のことをいう。ドライϑϧーツの౧は
トレϋϩースやブドなどのఴՃを༻
し、ەࡴと変৭ࢭॲཧをしているものが多い
が、「あんΆ౧」はఴՃを一༻しない。ま
たスライスはせずにあんΆ֟同ؙ༷ʑ一ݸをՃ
。するのも特徴である

の2ؒޡࡨߦࢼ　��2
　20148݄に、ౡでの࡞ࢼにઌཱち、東ژ
大の研究室で「あんΆ౧」のེԫᗉৠ実ݧが
行われた。実ݧではס૩のࡍにࢵ外ઢをてる
ことで、২৭ૉのΞントシΞニンが合成され、
果肉の৭がԫ৭から౧৭に変わることがわかっ
た。࡞ࢼしたあんΆ౧は、ブドやόφφの߳
りをࢥわせる๕॰で๛かな味がしたという。
　ཌ�݄には小松ࢯがౡを๚れ、あんΆ֟
Ոのڠ力の下、10日ؒധりࠐみであんΆ౧の
の౧をݸ000ख़した1、を行った。まず࡞ࢼ
全て手ണきした。次にᗉৠとס૩の࡞業となる
が、֟ のようにϔタがない౧をいかにѻうかが
となった。ݕ౼の、1ݸずつωットにೖ
れてるすํ๏（図3参照）とトレイにฒるํ
๏のೋつをࢼしてみることとなった。その結果、
ωットはに果肉が৯いࠐみωットが外し難
い。トレイは一ݟ、౧自ମのॏみでઃஔ໘がই
みそうだが、ࢥったほどのইみはなく࡞業がし
やすいことから、トレイにฒるํ๏がదして
いることが明らかとなった。

みた。自ࢼ૩をסցػ૩とס૩ํ๏も自然ס　
然ס૩では֟とは違い、Նにऩ֭する౧はカϏ
がൃ生しやすい。そこでס૩時ؒをૣめるため、
֟のס૩に༻いるݮѹס૩ػを活༻し、あんΆ
౧のਫ分ྔとݟたの変Խを؍した。結果、
ਫ分ྔの少ないあんΆ౧は৭Խしてしまい、
より౧らしい৭のあんΆ౧にするためにはద
なਫ分ྔがඞཁであることがわかった。
　そうして出དྷ্がったあんΆ౧は、東ژ大
で11݄に։࠵された「東日本大ࡂ෮ࢧڵԉ
シンポジϜ」でແྉఏڙされた。Ӵ生্の؍
点から、よりס૩させたあんΆ౧をఏڙしたが、
৯した10�໊のうち、「とてもඒ味しい」ࢼ
53໊、「ඒ味しい」3�໊と80� 超がその৯味
を高くධ価し、「味はઈ品、商品Խが待ちԕしい」

ࠨ） 、ശの中でེԫᗉৠ、ӈが室ס૩
出ॴ：࢜௨ఏڙ

出ॴ：࢜௨ఏڙ

図�　ࣨڀݚͰの࣮ূ࣮ݧの༷ࢠ

図�　γンϙδϜͰした「あΜΆ౧」
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といった声がدせられた。
　2の2015は東ژ大と +" とのڞ
同プϩジΣクトとなり、小松ࢯのࢦಋのもと、
+" とՈがあんΆ౧の࡞ࢼを2回行った。1
の՝として、ख़した౧のൽはണきਏく、手
ണきはݸମࠩが生まれてしまうこと、さらにס
૩をめるために高Թॲཧを行った結果、
৭ܗがѱく、৯感もߗくなることがڍげられた。
そこで2はະख़のまだߗい౧をݪྉと
し、֟ のൽΉきثをར活༻することでޮԽを
図った。1回はᗉৠٴͼס૩࡞業を3ݢの
Ոにڠ力してもらい、低Թによるػցס૩とઔ
෩ػなどをར༻した自然ס૩を行った。しかし、
そのは߱Ӎྔが多く、࿈日のӍでほとんどの
౧にカϏが生え、ഇغせ͟るをಘないঢ়況と
なった。
　2回は࡞ࢼ場ॴを2ݢのՈにߜり、ེ ԫ
ᗉৠのེԫのྔを5ஈ֊で調するとともに、
カϏ対ࡦとしてઔ෩ٴػͼআ࣪ػを༻いて自然
のあんݸ中232ݸ૩を行った。そして、350ס
Ά౧が成した。ེԫྔを૿Ճしても、౧への
ؚ༗ྔに大きなࠩはなく、ࡢよりも৭・ݟた
をվળし、より౧らしいあんΆ౧にすること
ができた。
　出དྷ্がったあんΆ౧は +" 売ॴ「みらい
ඦؗ࠼んめʙ」で11݄に։࠵された「ҏୡ;
るさと産業まつり」でఏڙされた。しかし、101
໊のうち「とてもඒ味しい」が4໊、「ඒ味しい」
42໊と高ධ価は50� にもຬたない結果となっ
た。ࢼ৯者からは「৯感がׯ大ࠜのようだ」
という声がدせられた。ݪྉにख़していない౧
を༻したことがݪҼだと考えられた。
　2ؒのプϩジΣクトを௨じ、あんΆ౧の৯
味は多くの人たちを魅ྃし、ౡの新たな特産
品としての可能性を確認することはできた。し

かし、౧そもそものαイζの大きさやਫ分ྔの
多さ、そして高Թ多࣪な時期のՃなどʑの
՝があるため、安ఆ的な生産は難しいことや
コストがֻかり過ぎることも明らかとなった。
あんΆ౧の商品Խにはさらなる生産技術の։ൃ
とその確ཱがඞཁである。それには時ؒも費༻
もཁすることから +" は商品Խをஅ೦、小松ࢯ
も大ֶଔ業をܴえ、೦ながらプϩジΣクトは
ऴわりをܴえた。

�　「あΜΆ౧」のඪొ

　商品Խにはࢸらなかった「あんΆ౧」だが、
201�に +" ;くしまະདྷが商ඪを取ಘして
いる。そこにはౡݝҏୡࢢ（ेޒچଜ）ൃ
のあんΆ֟が商ඪを取ಘしなかったがނに、
日本全国にあんΆ֟が広まり、֤ 地で生産され
ることとなったࣦഊが活かされている。なお、
あんΆ֟は「ҏୡのあんΆ֟」として、+" ;く
しまະདྷが地域ஂମ商ඪを取ಘしており、+"
;くしまະདྷなどでつくる「ҏୡ地ํあんΆ֟
࿈བྷٞڠ会」が同໊শで地ཧ的表示อ੍ޢ

（(*）のొもࢦしている。
　+" ;くしまະདྷは地域であんΆ౧の商品
Խに戦したいというՈやஂମが現れること
を期待している。実ࡍに小松ࢯとともにあんΆ

1.0%

धथुखः खः ৢ
खऎऩः ૮௦

10.9%52.5% 36.6% 6.9%

41.6% 29.7% 9.9%14.9%

4.0%

2015

2014

出ॴ：小松ࢯఏڙ

図��あΜΆ౧ࢼ৯Ξンέʔτの݁Ռ
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౧の࡞ࢼを行ったՈがຖՆに「ེԫᗉৠの
会」を࠵し、スターのཛとなる༷ʑな果がᗉ
され、新しい�次産業Խへの取組みにもܨがっ
ている。
　෩ධඃ১や地域活性Խのために、+" は
あんΆ౧をはじめとした地域の特産品の生産や
商品։ൃ、ՃなどՈやஂମをࢧԉしていき
たいと考えている。

�　あΜΆ౧が͙ܨౡとए者

　東日本大ࡂ以߱、ౡୈ一ނࣄൃݪによる
人ޱのྲྀ出やࡂ෮ࣄڵ業などにより、ڞ同選
果場ではਂࠁな人手不が続いていたため、
+" ҏୡみらいはྛ教तらに౧の選果࡞業にֶ
生のڠ力がಘられないかと૬ஊした。ྛ教तは
同大ֶの教ҭཧ೦「実ֶओٛ」にجづき、ֶ 生が
ౡで業ମݧを行うことは、地域が๊える
を現場でֶぶこと、さらに他地域ではき合
えない෩ධඃといった社会՝をֶぶઈの
、会になると考えた。そしてૣ現地を๚れػ
ֶ生が安全に業ମݧを行えるよう +" ととも
に組みを構築し、ֶ 生のՆٳみをར༻したԉ
プϩάラϜを実現させた。
　時4生だった小松ࢯが大ֶଆࣄہを୲
し、実施ॳにもؔわらず100໊のֶ生
がプϩάラϜに参Ճした。࡞業༰は౧と同じ
く࠷期のきΎうりの出ՙ࡞業、期ؒは࠷長�
日ؒで、࡞業時ؒにԠじてΞϧόイトྉがࢧ
われる。さらに൧ࡔԹઘに॓ധし、࡞業でർれ
たମをΏったり༊すことができる。また、は
ౡࢢの中৺֗ࢢ地までをӡͼ、おࡇりなど
のイϕントもָしΉことができる。小松ࢯは大
ֶଔ業後、+" ;くしまະདྷにब৬し、引き続
きֶ生のडೖ૭ޱを୲し、大ֶでのઆ明会։

Ճೖなݥから॓ധ施ઃやόス、όイトྉ、อ࠵
ど、ֶ 生が安৺してԉମݧに取り組めるよう
ສ全のαポートを行っている。
　しかし、3ؒ実施してきたが、ຖਃࠐ者
の中から2、3໊は「ౡの৯は安全なの
か」、「ౡに行ってもはないのか」、「に
ౡに行くのを対された」などといったΩϟ
ンセϧがある。ֶ生の考えํや価؍、そのഎ
などについて強੍することはできࢥにあるܠ
ないため、参Ճするか൱かはֶ生一人ひとりの
அに任せている。
　4となるࠓは大ֶのݧࢼ日と౧の出ՙ
時期がॏなってしまい、ݧࢼ日をආけた2期ؒ
がઃけられた。2からՃわったٶ大ֶの
ֶ生のڠ力もあり、ࠓは� ϲॴのڞ選場で૯
150໊ۙいֶ生がԉମݧを行った。ࠓは、
ྫにないॵと少Ӎのため小ぶりのものが多
く出ՙྔも少ないが、大変の高い౧を全国
にಧけることが出དྷた。
　ֶ生の多くは2回、3回と参ՃするϦϐーター
であり、「1回のԉମݧがとてもָしかっ
たから、またࠓも参Ճしている」とޱをଗえ
る。このମݧを௨して、౧という࡞に৮れ、
大ֶでֶぶઐ分を広いࢹ点でଊえられるよ
うになった。また、ֶ࠲ではない実ࡍの現場を

出ॴ：筆者ࡱӨ

図�　ԉମݧの༷ࢠ
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ֶぶことができるوॏなػ会だという。टݍ
出のֶ生は「会のしなさに、なんとなく
地元感を感じることが出དྷなかった。これまで
๚れたことがなかったౡだが、地域の人たち
の優しさに৮れ、ほっとするような地元感を感
じられる場ॴになった」と࡞業の手をٳめるこ
となくসإでしてくれた。

おわりに

　一ൠ的に෩ධඃの১にはใൃ信を強Խ
し、安全のࠜڌとなるࣄ実をपしていくこと
がඞཁとされる。しかし、ౡݝ産産の安
全性へのωΨテΟブな考えํを১できない消
費者は、現ࡏも2割弱ଘࡏしている。そうした
消費者は、安全性を示す科ֶ的ࠜڌをもってし
ても、આಘすることは難しい。このような現実
の中でも、科ֶ的データにجづくใൃ信を続
けていくことがඞཁである。
後大きな消ࠓ、回、あんΆ౧の取組みからࠓ　
費を୲うए者とౡとのឺが生まれているҙٛ
は大きい。あんΆ౧の商品Խにはࢸらなかった
が、小松՚ࢯࢠはあんΆ౧を௨じてౡݝにҠ
りॅみ、+" ;くしまະདྷの৬һとして活༂し
ている。これからもՈやֶ生をαポートし、
やりがいややるؾを引き出していくだろう。東

をきっかけݧ業大ֶでは、ౡでのԉମژ
に、業の現場をֶͼ、業へのڵ味とཧղを
ਂめたֶ生の業分へのब৬رが૿Ճして
いるという。ֶ生には、ԉプϩάラϜを௨じ
てౡを๚れ、ౡをり、東北にしんでも
らいたい。そして、東北の良さを全国にใൃ
信してくれることをئっている。
はまだ続いޠえた「あんΆ౧」のࢥかとݬ　
ている。෩ධඃの১はϚイφスをθϩにす
る地ಓな取組みだが、あんΆ౧はϚイφスをプ
ラスにసさせるϢニークでポジテΟブな魅力
をൿめていた。いつか商品Խされるとき、これ
までのように༷ʑなプレーϠーをרきࠐみなが
ら地域のະདྷをり։いてくれるに違いない。

「あんΆ౧」がౡの活性Խにཱつその日がདྷ
ることを期待する。

ँࣙ
　本ߘのࣥ筆にࡍして、小松՚༷ࢠからはֶ生
時代のهԱを୧りوॏなおとࢿྉをଷしま
した。また、࢜௨᷂ւా༷ߒからは「あん
Ά౧」のଘࡏをるૉらしいػ会を༩えて
きました。この場をआりておྱਃし্げます。

ʦऔࡐɾΠンλϏϡʔʧ
+" ;くしまະདྷҏୡ地۠業振ڵ՝業振ൃݪڵ対

（20183݄22日、8݄5日）ࢯࢠ小松՚　ࡦ
࢜௨ࣜג会社東北ࢧ社ΤϦΞ戦略ਪਐ෦ΤΩスパー

ト　ւాࢯߒ（20185݄23日）

ʦߟࢀɾҾ༻จݙʧ
小松՚ࢠ（201511݄�日）「東ژ業大ֶౡ෮ڵ

りࡇԉプϩジΣクトあんΆ౧」ҏୡ;るさと産業ࢧ
ࢿྉ

ޒ े  自 ࣏ 会「 あ ん Ά ֟ の 歴 史 」̒ IUUQ���XXX.
JTB[BXB.KQ�JOGoSNBUJoO�BNQoIJTUoSZ ʼ2018
5݄24日Ξクセス

出ॴ：筆者ࡱӨ

図�　খদ氏ʢࠨʣと౦ژ大ੜʢӈʣ
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ί ラ Ϝ

༷、ۙ࠷　 ʑな場໘でにするようになったΩーϫード、
「4oDJFUZ 5.0」。
　デジタϧ技術のٸなਐาによって、産業経済やら
しなど༷ʑな分においてܶ的な変Խがىこると言われ
ており、「4oDJFUZ 5.0」という言葉は、ࢲたちに「どんな
社会をࢦすのか」といかけているようにも感じます。

ʢ「4PDJFUZ����」とはʁʣ
　「4oDJFUZ 5.0」とは、が5͝とにվగする「科ֶ
技術ج本計ը」（ୈ5期：201�1݄ࡦఆ）でఏএされた
֓೦です。ࡢ2݄には、経ஂ࿈が「4oDJFUZ 5.0実現に
よる日本ڵ࠶」とする行ಈ計ըをൃ表するなど、ۙ࠷、
༷ʑな場໘でසൟににするようになりました。ところ
が、そのཧղとなると、どうも৺もとないҹ象です。
　そもそも「科ֶ技術ج本計ը（ୈ5期）」では、「4oDJFUZ 
5.0」を「αイόーۭ （ؒԾ社会）とϑΟジカϧۭ （ؒ現
実社会）が高に༥合した超スϚート社会」とఆٛしてい
ますが、どれだけの人がこれで「なるほど、よく分かっ
たʂ」となるでしΐう。
　「*o5」や「"*」、「ブϩックνΣーン」、「31"」、「5(」、

「3% プϦンテΟンά」、「V3・"3」ʜ、次ʑと新しい
言葉がඈͼ出してくるため、こうした新技術がどのよう
に社会を変えていくのか、とらえにくいように感じます。
　そもそも「*o5」や「"*」はઌ技術༻ޠに過ぎません。
そうした新技術のもつポテンシϟϧは大きいに違いあり
ませんが、それ自ମが勝手に社会を変えるわけではあり
ません。こうした新技術を༻いてどのような社会を実現
させたいのか、技術をうଆにいるࢲたちのະདྷを構
する力がࢼされているようにࢥいます。ະདྷを構する
ためには、ݸʑの新技術のৄࡉにをけるલに、大き
なࢹ点で、これからىこる変Խの本質をݟ極めるඞཁが
あります。では、�つのΩーϫードをڍげながら一ॹに
考えてみましΐう。

ʢมԽのΩʔϫʔドᶃ：ϏοάσʔλԽʣ
　ୈ1のΩーϫードは「ϏοάσʔλԽ」です。
　「4oDJFUZ 5.0」とは、経済活ಈや人ʑの༷ʑな行いが
デジタϧใとして積され「ϏッάデータԽ」する社
会です。すでにスϚートϑΥンで商品の 23 コードを
ಡみࠐみ、自ಈ決ࡋする「Ωϟッシϡレス決ࡋ」がීٴし
つつありますが、これはただ単に現ۚをհࡏしない決ࡋ
ํ๏というだけではなく、「いつ、どこで、୭が、何を、
いくらで、いくつߪೖしたか」など、ݸ人の消費行ಈが

データとしてهされることをҙ味します。こうした
「Ϗッάデータ」が "* によってղ析され、商品の売れے
や、どんな条件だと売れるのかなどといったように、ै
དྷでは対ԠできないほどきめࡉかなϚーケテΟンά分
析・ൢ ଅ活ಈにར༻されるようになると言われています。

ʢมԽのΩʔϫʔドᶄ：ݟえるԽʣ
　ୈ2のΩーϫードは「ݟえるԽ」です。༷ʑな経済活
ಈにるใのΦープンԽがਐΉイメージです。
　ྫえば、商品の「トレーαϏϦテΟ」は消費者の信པを
֫ಘする্で大変ॏཁになっています。৯品の安全性の
にとどまらず、ࠓࡢではԤถઌਐ国を中৺に地ٿ
やශ困の社会にྀした商品やαーϏスをڥ
積極的に選ぶ新しいタイプの消費者が૿えており、こう
したはࠓ後さらに世ք規模で広がっていくと予さ
れています。
　デジタϧ技術のීٴによって「ݟえるԽ」がਐΉと、消
費のଆから経済活ಈにおけるྙཧ性をうಈきが広がる
と考えられます。こうしたಈきを「Τシカϧ消費（ྙཧ
的消費）」とݺͼます。

ʢมԽのΩʔϫʔドᶅ：ํԽʣ
　変Խのୈ3のΩーϫードは「ํԽ」です。
　これを象徴するಈきとして、ઌずは「コωクテッド」を
います。「コωクテッド」とは、「*o5」のීࢥげたいとڍ
によって、あらΏるモノがインターωットにつながっٴ
ているঢ়ଶをࢦす言葉ですが、これによって、商品をఏ
する企業は、Ϣーザーからઌड़した「Ϗッάデータ」をڙ
ूめることになります。それを新αーϏスに活༻し、新
たなऩӹݯを։ൃしようというわけです。٬ސに商品を
ൢ売するだけの「売りり」ܕモデϧはすでに過去のも
のとなりつつありますが、ࠓ後は、消費者が商品をߪೖ
した後の日ʑのར༻の場໘にϏジωス・νϟンスをݟ出
していかなければならないのかもれません。
　ほかのྫとして「プϩシϡーϚー」を考えてみましΐ
う。「プϩシϡーϚー」とは、「プϩデϡーαー（生産者）」
と「コンシϡーϚー（消費者）」を組み合わせた造ޠで、

「商品をつくるଆ・αーϏスをఏڙするଆにもؔわる消
費者」をࢦす言葉です。
　一ྫをڍげれば、「ΤΞϏーΞンドϏー」です。この新
人や๏人が自分のۭき෦ݸ、企業が行っていることはڵ
を、॓ ധをرする٬ސにఏڙする一छのϚッνンά
αーϏスで、自社独自の॓ധ施ઃを持っていません。෦

ʮ౦ 4PDJFUZ����ʯΛ͑ߟΔ

� Ҭɾۀ࢈ৼڵ部　౻ࡾޭ　ݪ
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のఏڙ者は、ී ஈはී௨の生活者です。αーϏスのఏ
者とར༻者がタイϜϦーかつॊೈにり替わる点がϢڙ
ニークです。

ʢมԽのΩʔϫʔドᶆ：ϦΞϧλΠϜԽʣ
　ୈ4のΩーϫードは「ϦΞϧλΠϜԽ」です。「*o5」や

「"*」、「5(（ ୈ5世 代 Ҡ ಈ ௨ 信 シ ス テ Ϝ ）」な ど は、
「4oDJFUZ 5.0」実現をࢧえる技術を表わす言葉だとਃし
্げました。これら新技術によるݦஶなޮ果が「ϦΞϧ
タイϜԽ」です。
　ྫえば、「自ಈӡస」は「ϦΞϧタイϜԽ」を象徴する
究極のෳ合技術と言えます。「自ಈӡసं」は、ࠁʑと変
Խするपғのঢ়況をѲする「認」から࢝まり、ं をど
のようにಈかすのかを「அ」し、Ξクセϧ・ブレーΩ・
ϋンドϧ、ं をಈかすシステϜを「੍ޚ」する一࿈のಈ
りฦしますが、それをॠ時かつਖ਼確に行わなけれ܁を࡞
ばなければなりません。
　こうなりますと、「自ಈӡసं」とは、༷ ʑなઌ技術
で構成された高な社会システϜ্でಈく組みの一つ
とも言え、ݸ人のॴ༗というよりは、༷ ʑな人たちが
ར༻するڞ༗αーϏスج൫の一෦のようになるのかも
れません。
　また、ϗテϧの॓ധྉやコンαートのνケット代、
νケット代などの価格も、それらのൢ売ঢ়況や他のۭߤ
競争૬手のઃఆྉۚ、ఱީなど、ࠁʑと変Խする外的ཁ
ૉを "* が分析してॊೈに変えていく「μイφϛック・
プライシンά」という手๏が広がっていますが、これも

「ϦΞϧタイϜԽ」のҖ力を世にらしめるαーϏスの一
つだと言えます。

ʢมԽのΩʔϫʔドᶇ：ࣗࢄԽʣ
　ୈ5のΩーϫードは「ࣗࢄԽ」です。「自分ࢄԽ」
とは、ݸʑόラόラにࢄらばっていながらおޓいに࿈ܞ
し合っていて、全ମとして統合され調和しているঢ়ଶを
します。「ブϩックνΣーン」などが分かりやすいྫでࢦ
しΐう。
　「ブϩックνΣーン」とは、「Ϗットコイン」などのԾ
௨՟の中֩となる「取引データ」にؔする新技術༻ޠで、

「分ܕࢄா技術」ともݺばれます。取引のཤ歴データを
「トランザクション」とݺͼ、ෳの「トランザクション」
をまとめたものを「ブϩック」とݺͼます。この「ブϩッ
ク」が࿈なるようにอଘされたঢ়ଶが「ブϩックνΣー
ン」です。
　「ブϩックνΣーン」は分ࢄしてཧされるのが࠷大の
特徴で、Ծ௨՟をར༻しているあらΏるϢーザーのコ
ンϐϡーターに「トランザクション」がอଘされます。
ۜ行のような特ఆのཧؔػがないため、取引ݶݖが一
Օॴにू中することがありません。そうではなく、大
の参Ճ者の૬ޓνΣックによってಁ明性の高いۚ༥取引
が実現されます。そのため、システϜোに強く、低コ
ストでۚ༥αーϏスをఏڙできると期待されているので
すが、このී֦ٴ大は、ۚ ༥αーϏス業にཹまらず、༷ ʑ
な分でϏジωスモデϧのసをഭることになると言わ
れます。

ʢมԽのΩʔϫʔドᶈ：全ମ࠷దԽʣ
「దԽ࠷全ମ」後（ୈ�の変Խの本質）のΩーϫードは࠷　
です。「࠷దԽを図ることは、企業（組৫）として然」と
われたಡ者も多いことでしΐう。ポイントはΉしろࢥ

「全ମ」が表しているൣғ（スケーϧ感）です。ここで言
う「全ମ」とは、企業άϧープなどརがབྷΉൣғに
ཹまらず、ངかに大きいҙ味をؚんでいます。
　「*o5」のීٴによって、あらΏるモノがインターωッ
トにつながる社会が౸དྷし、人ʑのらしにؔわる༷ʑ
なใがूされ、「ΦープンԽ（ݟえるԽ）」し、そこに
大きなϏジωス・νϟンスをݟ出すようになってくると、
以લならࢥいもよらなかった૬手をҙ識せ͟るをಘない
ঢ়況が出現するかもれません。
　あるいは、"* が༷ʑな場໘でར༻されるようになる
と、大なデータのղ析によって、ҙ外な分とのؔ࿈
性がුかͼ্がり、Ϗジωスにおいてもैདྷとはൺも
のにならないほど広い分とのؔをҙ識せ͟るをಘな
くなる可能性があります。Ϗジωスにおけるステークϗ
ϧμーのଊえํが大きく広がり、より広ൣなҙ味での

「全ମ࠷దԽ」がいろいろな場໘でҙ識されٞされるよ
うになるでしΐう。

ʢ「౦ 4PDJFUZ����」をߟえるʣ
　さて、以্�つのΩーϫードをݟて、ࢹط感を֮えら
れたํもおられるのではないでしΐうか。こうした変Խ
は、ใ௨信ֵ （໋*5 ֵ໋）の時からࢦఠされていたか
らです。
　ただし、「*5 ֵ໋」時とҟなるのは、αイόーۭ （ؒԾ
社会）にดじているのではなく、ݱ ʢ࣮ϦΞϧなʣࣾ ձ
のあらΏるモノとܨがͬて、ΑりൣなͰ大͖なม
Խを͏ͦ͜ى͖רとしている点でしΐう。「科ֶ技術ج
本計ը（ୈ5期）」の中で、「4oDJFUZ 5.0」を「Ծ社会と
現実社会が高に༥合した超スϚート社会」と表したഎ
。には、そうしたҙ味があるのですܠ

　センターは、�݄13日に産ֶۚ࿈ܞϑΥーラϜ「東
北 4oDJFUZ 5.0を考える」シϦーζ（ୈ2回）を։࠵しま
した。その։会のѫࡰで、センターのւྠ会長が次の
ようなൃ言をしております。

　「h 4PDJFUZ���� はɦੈのதにະͩଘࡏしておらͣ、ͦ の
たΊ۩ମతなֆ࢟をࢥいුかる͜とがしいかれ
まͤΜ。ΉしΖ、৽しいσδλϧٕज़をͬてどのΑ͏
なࣾձを࣮ݱしたいのか、ࢲたちがҙࢤを࣋つ͜とが大
Ͱす」

　「東北 4oDJFUZ 5.0」とは、୭かが教えてくれるもので
も、۩ମ的にࢦ示してくれるものでもありません。「*o5」
や「"*」といったઌ技術をってどのような社会を実
現させたいのか、ࢲたち自が実現したい地域社会のֆ
。いますࢥをもつことこそॏཁということだと࢟
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ฏ���ୈ�ճཧࣄձ�։࠵
　ฏ成308݄2�日（ਫ）、ཧ12ࣄ （໊ఆһ
1໊が出੮し、ฏ成30ୈ3回ࣄ、（13໊
ཧࣄ会をઋࢢで։࠵した。

　日は、「ฏ成30ࣄ業経過ใ告」、「ฏ成
30参༩会の։࠵」についてࣄہよりใ
告をडけ、ҙަݟが行われた。

（後のओな予ఆࠓ）

ฏ成3010݄30日（Ր） ฏ成30 参༩会 ઋࢢ

ฏ成3012݄ �日（） ฏ成30 ୈ4回ཧࣄ会 ઋࢢ

ฏ成31 2݄22日（ۚ） ฏ成30 ୈ5回ཧࣄ会 ઋࢢ

౦ݚੑ׆
ൃ行݄：ฏ成3010݄
ൃ行人：ᜊ౻　࣏װ
ൃ行ॴ：ެӹஂࡒ๏人 東北活性Խ研究センター
ॅ　ॴ：˟�80�0021
　　　　ઋࢢ੨葉۠中ԝ2ஸ�൪10号（セントレ東北�֊）
ి　：022ʵ225ʵ142�
̛̖̭：022ʵ225ʵ0082
̧̡̪：IUUQT���XXX.LBTTFJLFO.KQ
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